
バスさん、おつかれさま！

　3月21日、撫養幼稚園の預かり保育の課外活動として、	
今年卒園した園児ら21人が市営バスの車庫を見学しました。
　園児らの背丈ほどある大きいタイヤに近づき背の比べっこをし
たり、車内から洗車機で洗う様子を見たりし、園児らは大はしゃぎ。
　最後に園児らは「バスさん、おつかれさま」と、感謝の言葉を
伝えました。Ｐ２～４で市営バスの歩みを振り返ります。
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鳴
門
市
営
バ
ス
は
昭
和
24
年
４
月
25
日
に
開
業
以
来
、
64
年
に
わ

た
り「
市
民
の
足
」と
し
て
運
行
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
市
民
の
移

動
手
段
と
し
て
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公
共
交
通
の
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
マ
イ
カ
ー
の

増
大
に
よ
り
、
利
用
客
は
年
々
減
少
し
、
こ
れ
以
上
経
営
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
平
成
25
年
３
月
で
公
営
企
業
と
し
て

の
バ
ス
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
市
営
バ
ス
の
64
年
に
及
ぶ
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

市
営
バス

  
走
り
続
け
た
64
年

昭
和
24
年
４
月
～
平
成
25
年
３
月

木
炭
車
５
台
と

ガ
ソ
リ
ン
車
１
台
で

ス
タ
ー
ト

　
鳴
門
市
が
誕
生
し
て
２
年
後
の
昭

和
24
年
。
合
併
で
地
域
間
の
交
流
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
市
営
バ
ス
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
る
中
、
同
年
２
月
に
市

議
会
で
乗
合
自
動
車
使
用
条
例
と
自

動
車
事
業
予
算
が
議
決
さ
れ
、
４
月

25
日
、
ガ
ソ
リ
ン
車
１
台
と
木
炭
車

５
台
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
開
業
時
の
路
線
は
土
佐
泊
―
千

鳥
ヶ
浜
、
岡
崎
―
北
泊
、
岡
崎
―
木

津
原
地
、岡
崎
―
粟
津
間
の
４
路
線
、

延
長
26･
５
㌔
で
し
た
。

　
１
台
し
か
な
い
ガ
ソ
リ
ン
車
は
観

光
路
線
で
あ
る
鳴
門
公
園
線
を
走

り
、
他
の
３
路
線
は
も
っ
ぱ
ら
代
用

燃
料
車
で
あ
る
木
炭
車
が
運
行
し
ま

し
た
。
木
炭
車
は
炭
を
入
れ
て
か
ら

エ
ン
ジ
ン
が
掛
か
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
、
そ
の
う
え
馬
力
が
弱
く
、

作
業
員
が
ガ
ス
中
毒
で
倒
れ
た
り
、

や
け
ど
を
負
う
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
木
炭
車
は
27
年
10
月
ま
で
走

り
、
ガ
ソ
リ
ン
車
は
経
済
性
の
高
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
と
順
次
切
り
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

60
年
変
わ
ら
ぬ
青
い
車
体

　
路
線
バ
ス
の
車
体
の
色
は
、
市
営
バ

ス
誕
生
の
一
時
期
を
除
き
、
昭
和
29

年
ご
ろ
か
ら
鳴
門
の
空
と
海
の
青
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
濃
淡
の
ブ
ル
ー
の
ツ
ー

ト
ー
ン
カ
ラ
ー
で
表
現
さ
れ
、そ
の
後
、

約
60
年
間
に
わ
た
っ
て
市
営
バ
ス
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

市
内
一
円
に
広
が
る

路
線
網

　「
市
民
の
足
」と
し
て
、
市
民
生
活

に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
と
な
る
と
、

路
線
網
も
徐
々
に
拡
充
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
25
年
12
月
に
隣
接
す
る

大
麻
町
池
谷
ま
で
延
長
、
28
年
４
月

に
は
競
艇
事
業
の
開
業
に
伴
い
、
フ
ァ

ン
輸
送
を
開
始
し
ま
し
た
。
36
年
に

は
小
鳴
門
橋
の
開
通
で
、
鳴
門
公
園

線
は
直
通
バ
ス
が
走
り
、
市
営
バ
ス
の

ド
ル
箱
路
線
と
し
て
脚
光
を
浴
び
ま

し
た
。
大
手
私
鉄
か
ら
市
営
バ
ス
譲

渡
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ

で
す
。
38
年
に
県
境
ま
で
開
通
し
た

北
灘
線
が
、
２
年
後
に
は
引
田
駅
前

ま
で
路
線
延
長
し
引
田
線
と
改
称
し

ま
し
た
。

　
島
田
島
に
鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が

完
成
し
た
翌
47
年
に
は
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
経
由
鳴
門
公
園
行
き
の
運
行
が
開

始
さ
れ
、
54
年
２
月
に
は
池
谷
線
を

板
東
ま
で
延
長
、
名
称
を
大
麻
線
に

変
更
し
ま
し
た
。
鳴
門
教
育
大
学
開

講
の
59
年
４
月
に
は
高
島
線
を
開
設
、

続
い
て
60
年
６
月
、
大
鳴
門
橋
が
開

通
し
た
翌
日
に
淡
路
島
を
結
ぶ
福
良

線
を
、
と
次
々
に
新
路
線
を
開
設
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
14
年
４
月

に
は
大
麻
線
を
隣
町
の
板
野
町
ま
で

延
長
す
る
な
ど
市
内
一
円
に
路
線
網

が
広
が
り
ま
し
た
。

　
　
　
観
光
バ
ス
事
業
に
参
入

　
路
線
バ
ス
事
業
だ
け
で
な
く
昭
和

26
年
３
月
に
は
貸
切
り
事
業
免
許
の

交
付
を
受
け
、
路
線
バ
ス
の
予
備
車

１
台
で
貸
切
り
バ
ス
事
業
に
進
出
し

ま
し
た
。

　
29
年
４
月
、
鳴
門
―
福
良
・
明
石

―
岩
屋
間
に
県
営
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト

が
就
航
し
た
の
を
機
に
、
７
月
に
は

初
め
て
京
都
ま
で
観
光
団
を
送
り
出

し
ま
し
た
。
31
年
に
は
ラ
ジ
オ
と
マ

イ
ク
を
装
備
し
た
ロ
マ
ン
ス
シ
ー
ト

の
貸
切
り
車
両
を
購
入
。
そ
の
後
、

利
用
者
の
増
大
に
加
え
、
長
距
離
運

行
が
可
能
と
な
り
本
格
的
に
観
光
事

業
へ
参
入
、
33
年
に
は
バ
ス
ガ
イ
ド

が
登
場
し
ま
し
た
。
同
年
の
広
報
２

月
号
に
は「
旅
行
に
は
快
適
な
市
営

観
光
バ
ス
で
」と
の
見
出
し
で
、
旧

ボンネットバスが並ぶ岡崎車庫（昭和28年）

貸切りバス事業に参入（昭和26年・千鳥ヶ浜）
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正
月
の
金
刀
比
羅
詣
り
と
八
栗
寺
詣

り
、
薬
王
寺
参
拝
の
団
体
客
募
集
を

掲
載
、
以
後
、
独
自
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
観
光
事
業
が
軌
道
に
乗
る
と
ガ
イ

ド
も
年
々
増
加
し
、
41
年
に
は
９
人

が
在
籍
し
ま
し
た
。
行
き
先
も
四
国

内
や
関
西
方
面
だ
け
で
あ
っ
た
の
が

開
業
20
年
を
迎
え
た
こ
ろ
に
は
道
路

網
が
整
備
さ
れ
た
上
、
車
両
の
改
善

で
夜
間
の
運
行
が
可
能
に
な
り
、
九

州
・
鹿
児
島
や
上
信
越
・
東
北
の
地

ま
で
足
を
延
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
46
年
を
ピ
ー
ク
に

利
用
客
減
少

　
発
足
後
、
順
調
に
伸
び
て
い
た
バ

ス
事
業
も
、
昭
和
32
年
か
ら
適
用
さ

れ
た
公
営
企
業
法
に
よ
る
独
立
採
算

制
度
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
援

助
が
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
上
、
高
度

成
長
期
を
迎
え
物
価
の
高
騰
や
給
与

の
改
定
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
た
め
、

人
件
費
も
か
さ
み
赤
字
経
営
と
な

り
、
バ
ス
事
業
の
身
売
り
問
題
が
市

議
会
で
も
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
鳴
門
橋
の
開
通
に
よ
っ
て
鳴
門

公
園
線
は
大
幅
に
営
業
収
入
が
ア
ッ

プ
し
た
も
の
の
、
39
年
に
徳
島
バ
ス

が
鳴
門
公
園
線
に
乗
り
入
れ
る
と
赤

字
に
転
落
、
41
年
度
か
ら
３
年
間
、

第
一
次
自
主
再
建
計
画
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う

マ
イ
カ
ー
の
急
増
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
行
な
ど
か
ら
利
用
客
は

46
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
収
益
も
悪
化
、
同
年
か
ら
再
び

赤
字
経
営
と
な
り
、
49
年
度
か
ら
８

カ
年
の
第
二
次
自
主
再
建
計
画
に
取

り
組
み
、
ワ
ン
マ
ン
化
の
促
進
や
路

線
網
の
変
更
、
料
金
の
改
定
、
職
員

の
減
員
な
ど
経
営
の
合
理
化
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
無
料
パ
ス
制
度
の
導
入
や
公
共
交

通
機
関
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
地
域
住

民
の
要
望
に
も
応
え
て
き
ま
し
た
。

鳴門公園

千鳥ヶ浜

黒 山黒 山

福 良福 良

土佐泊土佐泊

明 神明 神

日 出日 出 四方見橋四方見橋 スカイライン口スカイライン口

小海口小海口大 浦大 浦折 野折 野

北灘県境北灘県境

引田駅前引田駅前

堂 浦堂 浦 北 泊北 泊

高 島高 島

鳴門競艇場前鳴門競艇場前黒崎黒崎

鳴門教育大学前鳴門教育大学前

岡 崎岡 崎

車 庫車 庫

林 崎林 崎

粟津粟津大津橋大津橋

木津橋木津橋

牛屋島牛屋島

市場市場川崎川崎

斎田発斎田発 里浦口里浦口

土佐泊渡土佐泊渡

妙見山公園妙見山公園中央商店街中央商店街中央公園前中央公園前木津原地木津原地

池の谷駅前池の谷駅前

二番札所前二番札所前

板東駅東板東駅東

立 道立 道

鳴門駅前鳴門駅前
鳴門病院鳴門病院

鳴門駅西鳴門駅西

鳴門郵便局前鳴門郵便局前
（旧鳴門駅前）（旧鳴門駅前）

運動公園運動公園

鳴門市役所前鳴門市役所前

定期バス路線の変遷

昭和24年
（創立当時）

昭和44年
（20周年当時）

平成８年昭和34年
（10周年当時）

1 バスを待つ客でにぎわう鳴門郵便局前停留所（昭和44年）／  2 昭和
34年から20年間使われた旧鳴門駅前営業所（昭和40年代）／  3 木炭車
で炭の手入れをする運転手／  4 貸切りバスにガイドが登場（昭和33年）／
5 フェリー就航で市営バスも本土へ（昭和30年代）／  6 「NARUTO CITY 
BUS」の文字が描かれた開業当初の市営バス

２１

４

３

５ ６
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デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
ワ
ン

コ
イ
ン
循
環
バ
ス
の
運
行

　
平
成
時
代
を
迎
え
、
よ
り
一
層
の

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り

路
線
バ
ス
乗
客
数
は
減
少
に
歯
止
め

が
止
ま
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
市
運

輸
部
で
は
人
件
費
や
諸
経
費
の
削
減

を
は
じ
め
運
賃
改
定
や
ダ
イ
ヤ
改
正

な
ど
を
実
施
し
て
経
営
の
安
定
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
９
月
か
ら
は
利
用
客
か

ら
の
要
望
に
応
じ
て
路
線
バ
ス
を
乗
り

入
れ
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
を
県
内

で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。

　
デ
マ
ン
ド
方
式
と
は
、
利
用
客
が

鳴
門
病
院
玄
関
の
停
留
所
に
設
置
さ

れ
た
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
路
線
走
行

中
の
バ
ス
運
転
手
に
信
号
が
送
ら
れ
、

病
院
へ
回
る
よ
う
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム

で
、
利
用
客
は
４
０
０
㍍
離
れ
た
市

道
ま
で
歩
か
な
く
て
も
玄
関
口
か
ら

バ
ス
に
乗
車
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
病
院
の
改
築
や
循
環

バ
ス
の
導
入
に
よ
り
17
年
３
月
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　
14
年
10
月
に
は
県
内
初
の
百
円
均一

料
金
で
市
内
中
心
部
を
巡
る
循
環
バ

ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
循
環
バ
ス
は
、

中
心
市
街
地
の
足
と
し
て
病
院
、
商

店
街
、
量
販
店
、
公
共
施
設
を
結
ぶ

こ
と
か
ら
利
用
客
の
移
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
と
く
に
高
齢
者
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。
当
初
は
鳴
門
駅
を
起
点

に
延
長
７
㌔
の
コ
ー
ス
を
反
時
計
回

り
で
、
毎
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
20
分
間
隔
で
24
便
を
運
行
。

「
１
０
０
円
」と「
ワ
ン
コ
イ
ン
」の
文

字
が
遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
よ
う
に
描

か
れ
た
車
体
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
の
学
校
週
五
日

制
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
土
・
日
曜

日
や
夏
休
み
な
ど
に
小
学
生
が
無
料

で
乗
車
で
き
る「
子
ど
も
ホ
リ
デ
ー
フ

リ
ー
バ
ス
」事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
、
利
用
客
数
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
淡
路
・
福
良
線
や
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
線
、
徳
長
経
由
粟
津
線
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
、
観
光
バ
ス

事
業
か
ら
撤
退

　
観
光
バ
ス
を
含
む
貸
切
り
バ
ス
業

務
は
長
年
に
わ
た
って
市
営
バ
ス
全
体

の
収
益
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
旅
行
ス
タ
イ

ル
の
変
化
で
団
体
旅
行
が
敬
遠
さ
れ

る
な
ど
、
バ
ス
需
用
が
減
って
き
た
上

に
、
規
制
緩
和
さ
れ
た
平
成
13
年
以

降
は
貸
切
り
バ
ス
業
界
に
他
業
者
の

進
出
が
相
次
い
だ
た
め
、
厳
し
い
価

格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
赤
字
経
営
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
、
貸
切

り
用
の
バ
ス
の
老
朽
化
に
加
え
、
今

後
の
収
益
の
増
加
が
見
込
め
な
い
な

ど
の
状
況
か
ら
17
年
９
月
、
競
艇
フ
ァ

ン
送
迎
な
ど
の
業
務
を
除
き
、
観
光

バ
ス
事
業
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

経
営
悪
化
で

地
域
バ
ス
に
移
管

　
公
営
バ
ス
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
全

国
で
も
平
成
15
年
ご
ろ
か
ら
バ
ス
事

業
を
民
間
移
管
す
る
自
治
体
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
市
営
バ
ス
も
18
年
度

か
ら
５
カ
年
の
運
輸
事
業
基
本
計
画

を
策
定
、
大
幅
な
人
員
削
減
、
全
路

線
の
再
編
成
、
一
部
業
務
の
民
間
委

託
を
視
野
に
入
れ
た
経
営
改
善
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
抜
本
的
な
改
善
策

と
は
な
ら
ず
、
21
年
１
月
に
は
市
営

バ
ス
８
路
線
の
う
ち
赤
字
幅
の
大
き

い
３
路
線
を
廃
止
し
て
里
浦
粟
津
運

動
公
園
線
と
高
島
線
の
２
路
線
に
再

編
し
、
地
域
バ
ス
と
し
て
地
元
の
タ
ク

シ
ー
会
社
に
運
行
委
託
し
て
再
出
発

し
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
の
一
時
期
、
市
営
バ

ス
の
ド
ル
箱
路
線
と
言
わ
れ
た
鳴
門

公
園
線
も
利
用
客
の
減
少
で
路
線
維

持
が
困
難
と
な
り
23
年
４
月
に
徳
島

バ
ス
へ
移
譲
、
循
環
バ
ス
も
地
域
バ
ス

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
後
ま
で
残
っ
た
北
泊
・

大
麻
・
引
田
の
３
路
線
も
25
年
３
月 

い
っ
ぱ
い
で
徳
島
バ
ス
へ
移
譲
さ
れ
、

64
年
間
に
わ
た
って
走
り
続
け
た
市
営

バ
ス
は
、
公
営
企
業
と
し
て
の
バ
ス
事

業
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

100円均一料金で市中心部を運行した循環バス

大鳴門橋を渡る福良線も平成14年に廃止
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　そんな市民の皆さんの思いや行動が、鳴門のまちの未来につながります。
　市では自治基本条例の理念に基づき、市民の皆さんの自発的なまちづく
り活動を応援するため、新たに『公募提案型補助金制度』を創設します。

　　　目的
　市民の皆さん自らが企画実施するまちづくり活動
を資金面でサポートすることで、皆さんの活動の活
性化に役立てていただき、「市民が主役のまちづくり
の実現」を目指します。

　　　対象となる事業
　市内で行われ、市民のために地域の課題解決につ
ながる事業で、採択以降、25年度中に完了する事業。
（団体自らが企画実施しなければなりません）

　　　応募手順など
　補助金の交付を希望される団体には、まず企画提
案書などを提出していただきます。公開によるプレ
ゼンテーション（事業説明）を行っていただいた上で、
採択事業を決定します。
　対象経費や応募期間など、詳しくは４月中旬に市
民協働推進課窓口や市公式ウェブサイトにて募集要
項を配付する予定です。

　　　対象者　　　　　　　　　　　　　　　
　市内に在住、在学、在勤する方を５人以上含む団
体で、市内に事務所を置き、主な活動を市内で行っ
ている、または行おうとする団体。ただし、市から
他の補助金の交付を受けている団体は除きます。

　応募部門　　　　　　　　　　　　　　　
☆新たな一歩支援（設立後２年未満の団体を対象）
　対象経費の３／４以内、限度額２０万円
☆ステップアップ支援（設立経過年数は不問）
　対象経費の２／３以内、限度額３０万円

あなたのまちづくり活動を応援します!!
～ＷｅＬｏｖｅなるとまちづくり活動応援補助金創設～

【連載】みんなで知ろう！『鳴門市自治基本条例』

「安全・安心なまちにしたい」
「美しいまちにしたい」
「いつまでも健康に暮らせるまちにしたい」
「子どもたちの笑顔があふれるまちにしたい」・・・

ＷｅＬｏｖｅなると
まちづくり活動応援補助金の概要

【問】	市役所市民協働推進課
☎	684・1200		FAX	684・1336
E-mail	shiminkyodo@city.naruto.lg.jp

自治基本条例とは、市民が主役のまちづくりを実現す
るために、市民や行政、議会の役割など、まちづくり
のルールを定めた条例です。（平成23年11月1日施行）

　まちづくりの主役は市民の皆さん
です。これまで資金的な問題からま
ちづくり活動を始めたり、広げたり
することが難しかった皆さん、ぜひ、
ご活用ください。

初期活動をサポート
する

部門もあります！

　まずは、
企画提案を
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■
■
■
■

■
■
■

■
■
　
　
　
　
　
　
　
■

■
　
　
　
　
　
　
　
■
■

　
人
口
の
減
少
や
地
価
の
下
落
な

ど
に
よ
り
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市

税
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
歳
入
は
抑
制
さ
れ
た
状
態

が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

歳
出
面
で
も
生
活
保
護
費
を
は
じ

め
と
す
る
扶
助
費
の
増
大
な
ど
の

義
務
的
経
費
が
財
政
状
況
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
で

も
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
防

災
対
策
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性

化
・
産
業
活
力
の
基
盤
と
な
る
社
会

資
本
整
備
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
施

策
を
可
能
な
限
り
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
の
未

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
予
算
編
成
で
は
、
国
の
緊

急
経
済
対
策
に
対
応
す
る
た
め
、
25

年
度
以
降
に
予
定
し
て
い
た
事
業
を

24
年
度
補
正
予
算
に
一
部
前
倒
し
て
計

上
す
る
な
ど
、
緊
急
性
・
必
要
性
の
高

い
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
予
算

と
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

第
六
次
鳴
門
市
総
合
計
画
で
掲
げ
た

当
初
予
算

平成25年度
特 集 

　
平
成
25
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
２
月
20
日
か
ら
３
月
22
日
ま

で
の
会
期
で
開
か
れ
、
一般
・
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初
予
算
案
や

市
長
提
案
の
条
例
改
正
案
な
ど
61
議
案
、
人
事
案
件
２
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の一般
会
計
当
初
予
算
は
２
１
０
億
８
千
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
12
億
８
千
万
円（
５
・
７
％
）の
減
と
な
って
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■用語説明
【地方交付税（注１）】財政力に応じて国から
交付されるお金

【国庫支出金（注２）】国庫補助金・国庫負担
金など国が使途を特定して交付する資金

【県支出金（注３）】県が使途を特定して交
付する補助金・負担金などの資金

【市債（注４）】建設事業などに充てるための
借入金

【扶助費（注５）】生活保護費や福祉施設での
高齢者や障がい者のお世話に必要な費用

【公債費（注６）】市債の返済に充てる元金と
利子

【義務的経費（注７）】人件費や借金返済な
ど、必ず支払わなければならないお金

【補助費等（注８）】他の地方公共団体や民
間に対して、交付される現金的給付に係
る経費（主に講師謝金などの報償費、保険
料などの役務費、負担金・補助金及び交
付金など）

【投資的経費（注９）】道路整備や施設建設、
災害復旧などに使うお金

防
災
対
策・地
域
経
済
活

性
化
策
を
積
極
的
に
展
開

歳出総額
210億8,000万円

人件費
49億2,098万円

（23.3％）

扶助費
51億1,478万円

（24.3％）
公債費

34億2,497万円
（16.2％）

普通建設事業費
11億9,307万円

（5.6％）

物件費
25億266万円
（11.9％）

その他
2,200万円（0.1％）

災害復旧事業費
1億円（0.5％）

繰出金
27億1,842万円

（12.9％）

投資および出資、貸付金9,000万円（0.4％）補助費等
6億4,427万円（3.1％）

義
務
的
経
費投

資
的

経

　費

そ
の
他
の
経
費

63.8％
6.1％

30.1％

6.1％

維持補修費
3億4,885万円

（1.7％）

歳入総額
210億8,000万円

市税
76億3,300万円

（36.2％）

地方交付税
37億1,000万円

（17.6％）

国庫支出金
29億1,847万円

（13.8％）

県支出金
16億1,448万円

（7.7％）

市債
23億4,000万円

（11.1％）

その他
10億3,100万円

（4.9％）

44.9％55.1％

自
主
財
源

依
存
財
源

諸収入
4億615万円（1.9％）

繰入金
7億2,575万円（3.4％）

使用料・手数料
3億5,228万円（1.7％）その他 3億4,887万円（1.7％）
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人
件
費
、
扶
助
費（
注
５
）、
公
債

費（
注
６
）を
合
わ
せ
た
義
務
的
経

費（
注
７
）は
１
３
４
億
６
０
７
３
万

円
で
、
前
年
度
当
初
比
０・
９
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

職
員
給
与
費
の
減
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
市
長
お

よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
費
や
参
議

院
議
員
選
挙
費
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
当
初
比
２
・
９
％
増

の
25
億
２
６
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

各会計の25年度予算総括表
会計名 25年度予算額 増減率
一般会計 210億8,000万円 △5.7％

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 事 業 80億8,683万円 ＋1.8％

後期高齢者医療 7億6,608万円 △1.3％
介 護 保 険 事 業 57億853万円 ＋5.5％
公共下水道事業 9億3,188万円 △1.8％
公 設 地 方
卸 売 市 場 事 業 1,957万円 △11.2％

産 業 団 地
開 発 事 業 7,865万円 △2.0％

住宅新築資金等
貸 付 事 業 598万円 △73.1％

光熱水費等支出 5億3,582万円 △0.4％
給 与 費 等 管 理 48億7,480万円 △2.2％
公 債 費 管 理 37億7,284万円 △6.4％

企
業
会
計

水 道 事 業 19億1,156万円 △9.3％
モーターボート
競 走 事 業 460億9,812万円 ＋16.5％

　
補
助
費
等（
注
８
）に
つ
い
て
は
、

運
輸
事
業
会
計
の
清
算
に
伴
う
繰
出

金
の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初

比
50
・
５
％
減
の
６
億
４
４
２
７
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初
比
３・２
％

増
の
27
億
１
８
４
２
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費（
注
９
）に
つ
い
て

は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
事
業
を
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
平
成
24
年
度
３

月
補
正
予
算
に
前
倒
し
て
計
上
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
当
初
比
34
・

９
％
減
の
12
億
９
３
０
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

37
億
１
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
に
つ
い
て

は
、
火
葬
場
使
用
料
の
増
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
当
初
比
４
・
７
％
増

の
３
億
５
２
２
８
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
国
庫
支
出
金（
注
２
）に
つ
い
て
は
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
緊
急

経
済
対
策
と
し
て
平
成
24
年
度
３
月

補
正
予
算
に
前
倒
し
て
計
上
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初
比
５
・

８
％
減
の
29
億
１
８
４
７
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
県
支
出
金（
注
３
）に
つ
い
て
は
、

選
挙
費
委
託
金
や
社
会
福
祉
費
負
担

金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
当
初

比
３
・
８
％
増
の
16
億
１
４
４
８
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成

に
伴
う
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た

め
、
財
政
調
整
基
金
４
億
円
・
減
債

基
金
２
億
円
、
ま
た
、
特
定
目
的
基

金
か
ら
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金
１

億
１
７
０
０
万
円
な
ど
、
各
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
諸
収
入
につい
て
は
、
融
資
制
度
貸

付
金
の
廃
止
に
伴
う
減
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
当
初
比
12
・
４
％
減
の
４
億
６

１
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
市
債（
注
４
）に
つ
い
て
は
、
運
輸

事
業
会
計
の
清
算
に
伴
う
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
や
借
換
債

の
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
当
初
比

31
・
３
％
減
の
23
億
４
千
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

　
歳
入
の
う
ち
最
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
市
税
は
、
市
民
税
な
ど
の

減
に
よ
り
、
前
年
度
当
初
比
１･

９
％

減
の
76
億
３
３
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
地
方
交
付
税（
注
１
）に
つ
い
て

は
、
国
が
定
め
た
地
方
財
政
計

画
を
基
本
と
し
て
、
市
民
税（
個

人
分
）の
減
の
影
響
な
ど
を
見
込

み
、
前
年
度
当
初
比
１･

１
％
増
の 

歳
　
入

将
来
都
市
像「
結
び
あ
う
絆
が
創
る  

笑
顔
と
魅
力
う
ず
ま
く
鳴
門
」の
実
現

に
向
け
、
特
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
の

選
択
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
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う
き
う
き 

活
力
と

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

○姉妹都市等交流推進
事業　１,１１９万円
　リューネブルク市への
使節団派遣など、姉妹都
市や友好都市との交流事
業を実施します。
※うち、（新）青少年派遣
の実施　９６万円

○ 緊急雇用対策事業
　６,５２１万円
　厳しい雇用情勢に対応
し、県補助金を活用した
各種事業を実施すること
により雇用創出を図りま
す（14事業を実施し、20
人分の雇用を創出）。

　付加価値の拡大や新ビ
ジネス創出のため、生産
者や観光部門との連携に
よるトップセールスを実
施します。また、特区制
度を活用し、小規模事業
者などによる果実酒・リ
キュールの製造・提供を

　「ロケ誘致事業」 「店舗
広告事業」 「走る広告塔
事業」 「交通広告事業」の
４つの柱で観光分野にお
けるシティセールスを展開
します。

ず
っ
と
笑
顔
で

生
き
が
い
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り

○高齢者等無料バス優待
事業　７６０万円
　対象を従来の路線か
ら民間事業者（徳島バス
株式会社）が運行する路
線の市内全区間に拡大
します。

当初予算
重点項目

（新） 大谷焼普及拡大支援事業補助金 ２００万円
　大谷焼の販路拡大
に 積 極 的 に 取 り 組
んでいる「がんばる
窯元」を支援するた
め、飲食店・宿泊施
設が大谷焼を購入す
る費用の一部を助成
します。

　地元中小企業が活躍で
きる環境を行政・経済団
体・経営者などさまざま
な機関や人が連携して創
出する「エコノミックガー
デニング」を実施します。
※うち、（新）中心市街地
のにぎわい再生支援事業

○産地育成・地産地消推
進事業　５７２万円
　地産地消を推進するほ
か、農水産物フェアの年
２回開催や、関西圏の飲
食店との連携による鳴門
市水産物のＰＲ活動を実
施し、ブランド力の向上
を図ります。

可能にするとともに、そ
のＰＲを積極的に行い、
農商工連携や六次産業化
を推進します。
※特区制度の詳細はP26を。

○農漁業６次産業化推進事業　１１０万円

（新）世界遺産化ツアー
事業 　８０万円
　世界遺産化を目指して
いる鳴門海峡と四国霊場
八十八ヶ所の２つを巡るツ
アーを新たに開発する旅
行業者に対して助成を行
います。

　週末や祝日に淡路ＳＡ
で鳴ちゅるうどんの割引
券付きチラシと観光パン
フレットを配布し、鳴ちゅ
るうどんのＰＲと観光客の
増加を図ります。

○エコノミックガーデニング推進事業　７６２万円
１００万円、（新）中小企業人
材育成・企業力強化支援
事業補助金　５０万円

（新） 「橋を渡れば感動の国」セールスプロモーション事業 
　　１，１７６万円

（新）「鳴門で鳴ちゅるうどんを食べよう！」観光ＰＲ事業 
　　１５１万円
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○発達障がい児支援事
業 ・ 子育て支援体制整
備事業　３２１万円
　巡回発達相談の対象を
７幼稚園から全公立幼稚
園16園の園児に拡大。 ま
た、同目的の保育所巡回
事業も対象を８保育所から
10保育所に拡大します。

（新）妊婦歯科検診
　　４４万円
　早産や低体重児の出
産要因の一つと考えられ
ている歯周疾患の早期発
見・治療のた
め 妊 婦 歯 科
検診を導入し
ます。

（新）大腸がん委託検診・
胃がん検診内視鏡検査導入
　　２４７万円
　大腸がん検診の委託検
診を導入し、医療機関で
の検査が可能となります。
また、胃がん検診に内視
鏡検査を導入し、Ｘ線バ
リウム検査との選択がで
きるようになります。

○地域介護・福祉空間
整備事業
１，２００万円
　国の介護療養病床廃
止の方針を受け、特別養
護老人ホームへの転換
を行う事業者に対し、設
備整備費用の一部を補
助します。

　仕事などで昼間保護者
のいない小学校低学年児
童を対象に、市内児童ク
ラブで放課後健全育成事
業を実施。 平成25年度
は、児童の安全確保のた
め、撫養児童クラブを撫
養小学校内に、木津児童

（新）学校・幼稚園防災推
進事業　１８０万円
　「鳴門市学校・幼稚園
防災推進計画」を策定し、
各小・中学校、幼稚園に
おいて防災教育や防災活
動の充実を図るとともに、
一時避難に必要な備品な
どの整備を進めます。

○ 新給食センター建設
事業　３,２００万円
　将来にわたって、よ
り安全で安定した学校
給 食 を 提 供 す る た め、
新給食センターを建設
します。平成25年度は
実施設計などに取り組
みます。

○スポーツ推進計画策定
事業　３８万円
　市のスポーツ施策の基
本となる「鳴門市スポーツ
推進計画」を策定し、生涯
ス ポ ー ツ
社 会の推
進 に 取 り
組みます。

　英語力、コミュニケーショ
ン能力向上などを目的と
し、英語能力判定テストや
英検受験奨励などの事業
を実施するとともに、小学
校外国語活動をサポート
する外国語活動支援員の
配置などを行います。

○デジタル消防救急無線
整備事業　７,５５１万円
　電波法の改正により、
消防救急無線は、平成28
年５月末までにデジタル方
式に移行する必要がある
ことから、県内他の消防
本部などと共同で整備を
進めます。

○災害時要援護者避難支
援事業　７４１万円
　災害時に高齢者や障が
い者など、自力避難の困
難な方が、地域で支援を
受けられるようにするため、
必要な情報を支援者が事
前に把握・共有できる支援
体制を整備します。

し
っ
か
り

安
心
・
快
適

住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り

（新）子ども子育て支援事
業計画策定事業
２１５万円
　子ども・子育て関連３
法の施行に向け、「子ども・
子育て支援事業計画」を策
定するため、地域におけ
る子ども・子育てに関する
ニーズ調査を行います。

○ 学校耐震化推進事業
　５億１，２５５万円
　市内小・中学校の体
育館について、耐震補
強工事や非構造部材耐
震点検および実施設計
をそれぞれ計画的に実
施し、学校施設の耐震
化を進めます。

クラブを第一小学校内に
それぞれ移設します。

○放課後児童健全育成事業　９，０７２万円

（新） 「世界にはばたく鳴門の子ども」育成事業  ４５４万円

○防災対策事業
２，１１４万円
　南海トラフの巨大地震や
津波・台風などの災害に備
えるための防災対策事業
を市民等との協働や関係
機関と連携しつ
つ推進します。

平成25年度当初予算

　私立保育所が行う耐
震化や老朽化に伴う施
設整備を支援すること
により、子どもにとっ
てより良い保育環境を
提供します。

○次世代育成支援対策施設整備事業
　１億２，４３４万円
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　若者を対象に、地域活性
化をテーマに自由な雰囲気
の中で意見交換を行うワー
ルドカフェを開催し、若者の
まちづくりに対する意識醸
成と今後の鳴門市を担う人
づくりを進めます。

○職員人材育成研修事業
　３５８万円
　自治大学校等に職員を
派遣するなど、計画的な
人材育成のための研修を
実施します。

○下水道建設費
　５億３，５６８万円
　水質保全と生活環境
の改善を実現するため、
下水道施設の整備を進
めます。

○下水道普及促進対策費
　１，８４３万円
　水洗化率の向上を図る
ため、下水道接続工事に
対して助成を行います。
　また、接続に関するア
ドバイスや事務手続きの
サポートなども引き続き
実施します。

○合併処理浄化槽普及促
進事業   １,８４２万円
　合併処理浄化槽の効
果や必要性を周知すると
ともに合併処理浄化槽へ
の転換費用の一部を助成
し、合併処理浄化槽の普
及・促進を図ります。

○旧ごみ焼却施設解体事
業　４２０万円
　旧ごみ焼却施設の解体
撤去に向けた実施設計を
行います。

～予算編成の流れ～
①予算要求額
　本市の全ての課か
ら提出された予算要
求額の総額です。こ
の 時 点 で20億1,513
万８千円が不足して
いることが分かりました。

②査定額
　昨年12月上旬から
今年１月下旬にかけ
て実施された第１次
査定（財政課）～第３
次査定（市長）を経た
査定額です。結果として13億360万８千円を調整したこ
とがわかります。

区　分 総額（単位:千円）

歳入予算額Ａ 21,056,884

歳出予算額Ｂ 23,072,022

差引額Ａ－Ｂ △ 2,015,138

区　分 総額（単位:千円）

歳入査定額ａ △ 688,414

歳出査定額ｂ △ 1,992,022

差引額ａ－ｂ 1,303,608

③最終予算額
　「①予算要求額」に「②査定額」を反映した後の
予算額です。最終的に財源不足額は７億1,153
万円となりま
した。この不
足 額 は「市 の
貯金」にあた
る基金からの
繰入金で賄う
こととしまし
た。

区　分 総額（単位:千円）

歳入予算額
α＝Ａ＋ａ 20,368,470

歳出予算額
β＝ Ｂ＋ｂ 21,080,000

差引額α－β △ 711,530

お
お
き
く
躍
動

み
ん
な
で
創
る

ま
ち
づ
く
り

（新）「笑顔うずまくまちに！」なるとワールドカフェ開催事業
　　１６万円

　地域バス（里浦粟津運
動公園線・高島線・市内
循環線）を引き続き運行
するとともに、運輸事業
の廃止に伴い、高島線・
鳴門公園線に加えて、引
田線・大麻線・北泊線に
ついても民間事業者（徳

○木造住宅耐震診断・改
修支援事業　８２５万円
　昭和56年以前に建築さ
れた木造住宅の耐震診断・
耐震改修工事や簡易耐震リ
フォームに対して補助金を
交付します。また、本制度
の普及・周知を図るための
戸別訪問を行います。

○公共交通対策事業　１億３，０２９万円
島バス株式会社）による
運行に移行します。
　また、大麻町の南部な
ど公共交通の空白地域に
おける新たな移動手段に
ついて市民参加・協働で
検討を行います。

※予算編成の過程の概要は、市公式ウェブ
サイトにも掲載しています。

予算はどのように編成されるの？
各課から
予算要求

査定で
調　整

予算額
確　定

② ③①
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【人事案件】
▼平野副市長が再任
　平成25年３月31日で任期満了を迎えた平野悦男副市
長を引き続き副市長に選任することに
ついて議会の同意を受けました。
■副市長 平野 悦男（板東・62歳）
昭和47年鳴門市役所入庁。総務部
財政課長、環境衛生部クリーンセン
ター建設推進局長、建設部長などを
歴任後、平成21年４月より現職。

▼教育委員会委員の任命
　教育委員会委員に近藤 芳夫 氏（櫛木・64歳）が再
任されました。

　読みやすく親しまれる広
報紙づくりを行います。 ま
た、テレビ鳴門を活用し、
映像と音声での行政情報
やデータ放送を使った災
害情報などを提供します。
平成25年度からは広報番
組の更新間隔を20日から

　
本
市
の
予
算（
２
１
０
億
８
０
０
０

万
円
）を
家
計
に
置
き
換
え
る
と
、
家

計
の
総
額
は
昨
年
度
よ
り
25
万
円
減
少

し
て
４
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
収
入
で
す
が
、
給
料
は
昨
年
並

み
で
、
親
か
ら
の
仕
送
り
や
借
入
金
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

が
見
て
取
れ
ま
す
。
貯
金
の
取
り
崩
し

は
昨
年
度
並
み
で
、
貯
金
の
残
高
は
57

家
計
簿
で
見
る
当
初
予
算

※平成 25 年度一般会計当初予算を５千分の１に換算して表記。
（　）内は平成 24 年度当初予算

月２回にし、より充実した
情報提供を行います。

○広報なると発行経費 ・ ケーブルテレビ広報番組経費
　１,８９１万円

（新）We Love なるとまちづくり活動応援補助金事業
　１０３万円

平成25年度当初予算

万
円
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
支
出
を
見
る
と
、
食
費
を
切

り
詰
め
て
２
万
円
減
ら
し
ま
し
た
。
介

護･

育
児･

医
療
費（
児
童
手
当
や
生
活

保
護
費
な
ど
）は
増
加
傾
向
に
あ
り
家

計
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
生
活

費
は
親
戚
への
援
助
が
な
く
な
っ
た
こ
と

（
運
輸
事
業
会
計
の
廃
止
）に
よ
り
減

り
ま
し
た
。

収　入 支　出
給料 ……………………… １５７万円
※市税、地方譲与税　　　（１６０万円）
親からの仕送り ………… １８１万円
※国・県支出金、地方交付税など  
　　　　　　　　　　　  （１８２万円）
家業収入 …………………… １３万円
※使用料･手数料、分担金･負担金など

　　　　　　　　　　（１３万円）
家賃収入 …………………… １０万円
※財産収入、貸付金収入、諸収入など

　　　　　　　　　　（１０万円）
貯金の取り崩し …………… １４万円
※基金繰入金　　　 　　  （１４万円）
借入金 ……………………… ４７万円
※市債　 　　　　　　　　（６８万円）
合計 ……………………… ４２２万円

　　　　　　　　　（４４７万円）

食費 ………………………… ９９万円
※人件費　　　 　　　　（１０１万円）
介護･育児･医療費 ……… １０２万円
※扶助費　　　　　　　　 （９８万円）
生活費 ……………………… ６３万円
※物件費、補助費など　　　（７５万円）
自宅の修理代 ……………… ９万円
※維持補修費、災害復旧費 （９万円）
不動産の購入代 …………… ２４万円
※普通建設事業費　　　　 （３７万円）
子どもへの仕送り ………… ５４万円
※他会計への繰出金など （５３万円）
借入金の返済 ……………… ６９万円
※公債費　 　 　　　　　　（７２万円）
貯金 ………………………… ２万円
※積立金、貸付金　　　　　（２万円）
合計 ……………………… ４２２万円

　　　　　　　　　   （４４７万円）

【条例制定･改正の主なもの】
▼鳴門市特別職の職員の給与及び旅費の支給に関する
条例の一部改正等

　　市長、副市長、企業局長および教育長の給料、期
末手当の減額措置（市長25％、副市長15％、企業局
長10％、教育長10％）を平成25年度も継続するととも
に、平成24年度末より退職手当額を引き下げる改正を
行いました。

▼鳴門市税賦課徴収条例の一部改正
　　４月から県が地方独立行政法人として経営することと

なる鳴門病院について、地域医療を支える公的病院と
しての役割を着実に果たしていけるよう、市税の課税
免除措置を講じる改正を行いました。

▼鳴門市産業振興センター条例の制定
　　従前の地場産業振興センターの一部を鳴門市産業

振興センターとして供用開始することに伴い、その設
置および管理について必要な事項を定めました。

　地域課題の解決に向け、
ＮＰＯ法人やボランティ
ア団体などが自ら企画実
施する「まちづくり活動」
を支援するために公募提
案型補助金を創設します。
※詳細はP5を。

　市議会第１回定例会 
　　　　予算以外の主な案件
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４
月
18
日(

木)
南
浜･
大
津･

川
東･

里
浦

旧鳴門市営バス車庫前 10:00～10:20
大津第一団地集会所 10:35～10:45
鳴南消防団詰所前 11:00～11:30
里浦公民館前 11:40～12:00
立岩集会所前 13:00～13:10
ＪＡ里浦前 13:15～13:30
観音寺前 13:35～13:55
塩浜集会所 14:05～14:15

４
月
18
日(

木)

木
津･

木
津
野･

南
浜･

斎
田

第一小学校校門前 9:50～10:10
金刀比羅神社前 10:20～10:35
天理教会前 10:45～11:00
南浜集会所前 11:10～11:25
南浜善徳寺前 11:35～11:50
撫養小学校東門前 13:00～13:15
斎田西福寺前 13:25～13:35
斎田汽車公園内 13:45～14:05
市民会館前 14:15～14:30

４
月
19
日(

金)

川
東
・
桑
島

川東公民館 10:00～10:15
北浜老人いこいの家 10:25～10:35
岡崎渡船場前 10:45～11:00
岡崎集会所前 11:10～11:20
市杆島姫神社前 11:25～11:35
立岩恵比須神社前 11:45～11:55

（立岩中央集会所前）
図書館北駐車場前 13:00～13:30
桑島公民館前 13:40～14:00
西之組光徳寺門前 14:10～14:30

４
月
19
日(

金)

板
東
・
堀
江

リベラル美容院横 10:00～10:20
板東橋西（八坂神社東） 10:30～11:00
共栄地神様の前 11:10～11:25
市場勧薬寺前 11:35～11:50
馬詰集会所前 13:00～13:15
牛屋島集会所前 13:25～13:40
東馬詰諏訪神社前 13:45～14:00

予
備
日
　
５
月
19
日（
日
）

板東連絡所前 10:00～10:15
堀江北小学校前 10:25～10:45
大津中央公民館前 10:55～11:10
鳴門市営バス車庫前 11:20～11:35
里浦公民館前 11:45～12:00

大浦漁港ふれあい広場 10:00～10:15
瀬戸連絡所前 10:30～10:45
高島渡船場前 11:00～11:30
うずしおふれあい公園北側 11:40～12:00

４
月
15
日(

月)

鳴
門･

桑
島

鳴門西小前 9:50～10:20
高島渡船場前 10:25～10:50
鳴門中学校南側公園 11:00～11:30
土佐泊渡船場前 11:40～11:50
野集会所前 13:00～13:15
大毛集会所前 13:25～13:40
辷岩桑島公園前 14:05～14:25
中之組薬師神社前 14:35～14:55

４
月
15
日(

月)

北
灘･

黒
崎

折野停留所前 10:00～10:25
大浦漁協ふれあい広場 10:35～10:50
粟田なかよし公園 11:00～11:20
粟田葛城神社前 11:30～11:50
日出神社前 13:00～13:15
旧櫛木分園前 13:30～13:50
黒崎集会所前 14:05～14:20
ダイキ黒崎店東側公園 14:30～14:50

４
月
16
日(
火)

瀬
戸･

黒
崎

島田分団前 10:00～10:10
北泊和久商店前 10:25～10:45
瀬戸連絡所前 10:55～11:15
明神集会所前 11:25～11:45
越浦集会所前 13:00～13:30
マリン大王前 13:40～14:00
黒崎西光寺前 14:10～14:30

４
月
16
日(

火)

大
津

セブン大津店南 9:50～10:20
徳長東停留所前 10:30～10:40
大津橋南詰東 10:50～11:10
矢倉真楽寺前 11:20～11:45
備前島荒神社前 13:00～13:10
段関消防分団前 13:20～13:35
大幸集会所前 13:45～14:00
大津中央公民館 14:10～14:30

４
月
17
日(

水)

堀
江

小森八坂神社前 10:00～10:20
サンクス大谷店駐車場 10:30～10:50
姫田集会所前 11:00～11:20
大麻学校給食センター前 11:30～11:50
高畑八坂神社前 13:00～13:20
堀江北小学校正門前 13:30～14:00

４
月
17
日(

水)

板
東･

堀
江

リューネの森集会所前 10:00～10:30
平草阿部氏宅前 10:40～11:00
板東連絡所前 11:10～11:35
萩原春日神社前 11:45～12:00
津慈妙楽寺前 13:00～13:15
川崎小学校前 13:20～13:35
人権福祉センタ－前 13:45～14:00

　生後91日以上の犬は、犬の登録と毎年１回の狂犬
病予防注射を受けることが狂犬病予防法で義務付け
られています。本年度は下記のとおり実施しますの
で、最寄りの場所へお越しください。
　■注射料金　１頭につき　3,000円
　■新規登録　１頭につき　3,000円
◇領収書を発行します。料金を必ずご持参ください

（釣銭のいらないようにご用意ください）。
◇犬同士のケンカや人への咬傷事故が起きないよう、
十分ご注意ください。

◇首輪は確実に装着し、咬傷を起こす恐れがある犬
は口輪など適切な処理をお願いします。
登録している飼い犬に下記の変更などがあった場
合は環境政策課までご連絡ください。
　・飼い犬が死亡したとき
　・犬の飼い主が変わったとき
　・転居などで犬の所在地が変更になったとき
　・長期間（半年以上）行方不明になっているとき

【問】環境政策課（クリーンセンター内）☎683･7571

犬の飼い主の方へ
犬の登録と狂犬病予防注射の実施
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５月29日
水曜日は

■ チャレンジデーとは
　毎年５月の最終水曜日に人口規模がほぼ同じ
自治体間で、午前０時から午後９時までの間
に、市内で15分間以上継続して何らかの運動や
スポーツをした方の「参加率（％）」を競い合う住
民総参加型のスポーツイベントです。
　1983年にカナダで発祥し、その後、世界に広
がった国際的なビッグスポーツイベントの１つ
です。対戦に敗れた場合は、相手の自治体の旗
を庁舎のメーンポールに１週間掲揚するユニー
クなルールとなっています。

■ 参加方法は
　運動される（された）方の種目や人数を報告す
るだけです。種目は個人、団体でチャレンジ
デーを意識し、 15分間以上継続して身体を動か
せば全てが対象となります。 （※参加報告は１
人１回のみ）報告方法や当日に開催する種目の
一覧などは、広報なると５月号および市公式
ウェブサイトでお知らせします。

秩父市

市域の87％は森林で、秩父多摩甲斐国立公園他、自然公園に
指定されている水と森林に恵まれた自然豊かな地方都市です。
市域の87％は森林で、秩父多摩甲斐国立公園他、自然公園に
指定されている水と森林に恵まれた自然豊かな地方都市です。

埼玉県埼玉県

対戦相手の埼玉県秩父市
人口：67,686人
面積：577.69平方㌔

（平成25年１月31日現在）

第40回記念　鳴門クロスカントリー大会成績

　今回で４回目の参加となるチャレンジデー。前回は神奈川
県逗子市と対戦し勝利しました。今回は、本市と同じ４回目
の参加となる埼玉県秩父市と初対戦します。
　心身のリフレッシュや健康づくりの増進、スポーツを始め
るきっかけづくりとしてチャレンジデーにご参加ください。

鳴門市チャレンジデー2013
～スポーツの力で日本を元気に！～

問 市教育委員会体育振興室　☎686・8804

■写真左：ノルディックウ
オーキング／写真上：キン
ボール

　２月24日、鳴門ウチノ海総合公園で鳴門クロスカ
ントリー大会が行われ、健脚を競いました。主な結
果は次のとおりです。（敬称略、丸囲みの数字は順位）
問 大会事務局 教育委員会体育振興室 ☎686･8804

【小学校男子３年生	1.5㌔】　①松家 昂
こうせい

生（林崎小学校）
②小濱 大

た い が
雅（板東小学校） ③守野 蒼

そ う し
士（阿南JAC）

【小学校女子３年生	1.5㌔】　①白木 万
か ず は

葉（国府小学校）
②白木 万

か ず な
菜（国府小学校） ③池内 萌

も な
菜（鳴門西小学校）

【小学校男子４年生	1.5㌔】　①張間 尋
ひろみち

路（桑島小学校）
②米澤 真

ま さ き
輝（昭和小学校） ③居村 宣

のりたか
孝（牟岐小学校）

【小学校女子４年生	1.5㌔】　①山本 優奈（板東小学校）
②多田 妃菜（明神小学校） ③久米 杏奈（阿南JAC）
【小学校男子５年生	2.0㌔】　①生田 琉

る か
海（阿南JAC）

②山田 翔馬（第一小学校） ③奥谷 登
と か ち

勝（板野郡陸協J.r）
【小学校女子５年生	2.0㌔】　①山下 美里（撫養小学校）
②湯浅 詩音（阿南JAC） ③守野 優奈（阿南JAC）
【小学校男子６年生	2.0㌔】　①安川 諒（第一小学校）
②谷口 和

か ず と
人（阿南JAC） ③玉川 樹（板東小学校）

【小学校女子６年生	2.0㌔】　①加藤 菜
な ち

千（富岡小学校）
②登 瑞季（阿南JAC） ③阿部 朱

あ か り
里（板東小学校）

【中学校男子	3.0㌔】　①金森 博
ひろゆき

至（鳴門中学校）

②横瀬 春紀（第一中学校） ③西田 光佑（第一中学校）
【中学校女子	3.0㌔】　①川口 優香（阿南JAC）
②守野 美

み ゆ う
祐（阿南JAC） ③青野 菜美（大麻中学校）

【高校・一般男子	6.0㌔】　①山﨑 優希（team Ｎ）
②西條 功一（富岡東高校） ③田中 康平（徳島科学技術高校）
【高校・一般女子	4.0㌔】　①多田 朱

あ か り
里（鳴門高校）

②谷 珠
み の り

祈（鳴門高校） ③高戸 きらり（富岡東高校）
【体力づくり男子	5.0㌔】　①大木 健

た け し
史（伊勢エビ食べ隊）

②木下 誠 ③笹川 雅之
【体力づくり女子	5.0㌔】　①下向 菜穂（富岡東高校）
②中西 智

さ と こ
子 ③佐藤 聡子 

【体力づくり男子	10.0㌔】　①米田 忠義（徳島AC）
②松本 泰

やすたか
卓（三好RC）　③小川 善男 

【体力づくり女子	10.0㌔】　①百
ひゃくぶ

歩 彩（四国大学）
②瀧花 美咲　③長尾 和美 
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防
災
・
災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み
市
役
所
危
機
管
理
課

☎
６
８
４・１
７
１
１

問

　
平
成
24
年
10
月
に
徳
島
県
が
公
表

し
た「
徳
島
県
津
波
浸
水
想
定
」に
よ

る
と
、
市
内
平
野
部
の
大
半
の
地
域

に
お
い
て
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が

発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の

被
害
は
市
の
西
端
で
あ
る
大
麻
町
桧

地
区
に
ま
で
達
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
て
お
り
、
高
台
な
ど
の
避
難
場
所

や
津
波
避
難
ビ
ル
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
県
の
補

助
を
受
け
、
平
成
24
年
12
月
か
ら
撫

養
町
桑
島
地
区
の
中
心
に
位
置
す
る 

兎
山
、
寺
山
お
よ
び
東
山（
通
称
）な

　
３
月
14
日
、
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
鳴
門
支
部
か
ら
鳴
門
市
の
防

災
体
制
強
化
を
目
的
と
し
た
、
炊
き

出
し
用
炊
飯
器
２
台
の
贈
呈
式
が
市

　
震
災
時
の
家
具
転
倒
事
故
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
世
帯
に
対
し
、
ご
家
庭
の
家
具

に
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
危

機
管
理
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
世
帯
】

■
以
下
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

　
世
帯

①
65
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

②
要
支
援
・
要
介
護
の
い
ず
れ
か
の

ど
の
高
台
に
つ
な
が
る
７
ル
ー
ト
の
避 

難
路
に
つ
い
て
、
手
す
り
や
階
段
、
表 

示
板
な
ど
の
設
置
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
避
難
路
を
地
域
住
民
に

広
く
周
知
し
、
確
認
し
て
も
ら
う
こ

と
な
ど
を
目
的
に
、
３
月
24
日
に
桑

島
地
区
自
主
防
災
会
な
ど
が
主
催
す

る「
桑
島
総
合
避
難
訓
練
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
こ
の
た
び
整
備
さ
れ

た
避
難
路
を
用
い
た
避
難
訓
練
を
は

じ
め
、
応
急
手
当
て
訓
練
や
初
期
消

火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
う
と

と
も
に
、
徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究

　
認
定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
た
方
が
い
る
世
帯

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
が
い
る
世
帯
　
　
　
　
　
　

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

　
付
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯

⑥
未
就
学
児（
小
学
校
入
学
前
）が
い 

　
る
世
帯

※
過
去
に
当
事
業
を

利
用
さ
れ
た
世
帯

は
対
象
外
。

①まずは揺れから身を守る
　南海地震の特徴は大きな揺れが長く続くことです。揺れでけが
をすると迅速な避難ができません。事前に住宅の耐震化や家具の
転倒防止を行いましょう。
②揺れたら早く逃げる
　津波から命を守るためには、迅速に逃げることが最も大切です。
離れている家族の安否確認や情報収集をしている間にも津波は進
んできます。強く長い揺れを感じたら、すぐに避難を開始するこ
とが大切です。日頃から家族で話し合い、避難方法や安否確認の
ルールを作っておきましょう。
③率先避難がみんなを救う
　状況を確認し、避難している人を見てから避難する人もいます。

「津波が来るぞ！」と呼びかけながら避難する率先避難者が、多く
の人の命を助けます。 
④津波から避難する方法を考える
　迅速に避難するためには、避難方法について家族や地域で考え、
実際に避難訓練を行うことが必要です。 津波への対処方法を家族
や地域で共有すれば、短時間で避難することができるようになり、
いざという時の力になります。

防災知恵袋 「地震・津波から命を守るために」

■整備された避難路を使い高台へ登る地域住民ら

桑
島
地
区
に
避
難
路
を
整
備

セ
ン
タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長 

中
野 

晋す
す
む

教
授
に
よ
る
津
波
避
難
に
関
す
る
講

演
な
ど
も
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど

２
７
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、平
成
24
年
度
は
川
東
、

木
津
神
、
鳴
門
西
、
土
佐
泊
地
区
に

お
い
て
も
、
地
域
の
自
主
防
災
会
が

主
体
と
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■市庁舎正面

【派遣人員】８人予定
【応募資格】①市内在住で派遣時
において、中学２、３年生およ
び高等学校１、２、３年生。
②心身共に健康で、団体行動・
団体生活に適応できる方。
③事前・事後の研修（計５回程
度を予定）に参加できる方。
※帰国後、研修レポートを提出
していただきます。
【申込方法】４月30日（火）までに
①所定の応募用紙（市内の中学・
高校、市役所文化交流推進課にあります）、②作文（応募理由やドイツで学んでみたいこと・
交流してみたいこと）を下記申込先へ。 ※申し込みには保護者の承諾と学校長の推薦が必要。
【選考方法】日本語および簡単な英語の面接を行い、申込時に提出された①と②をもと
に選考。応募者多数の場合は書類による一次選考を行います。結果は直接本人に通知。
【旅行費用】23万円（そのうち市より12万円を助成。）

■□ 青少年

※上記金額には燃油サーチャージ・航空保険料・空港施設使用料などが含ま
れます。なお、燃油サーチャージが今後原油価格などの変動により加算され
ると、自己負担金が加算されることがあります。
※パスポート取得経費や海外旅行保険料などは自己負担となります。

【問・申込先】〒772・8501　撫養町南浜字東浜170番地 
　　　　　　市役所文化交流推進課  ☎684・1150／FAX683・0237

ドイツの姉妹都市へ行ってみませんか
■リューネブルク市訪問団員募集	
	 	 	 	 	 	
　ドイツの姉妹都市リューネブルク市に第20回目となる親善
使節団を派遣します。今回は若い世代の国際感覚を育むことを
目的とし、新たに青少年枠を設け募集します。

■□ 一　般
■古き良さが残る美しい街並み

【派遣人員】15人以上
【応募資格】原則として、大学生
以上の鳴門市民（市内在住・在
勤・在学）で、海外旅行に耐えら
れる体力のある方。
【申込方法】４月30日（火）までに、
住所・氏名（ふりがな）・性別・
生年月日・職業・電話番号を記
入し、はがきまたはファクスで
下記申込先まで。
【旅行費用】46万８千円
（１室２人利用・全額個人負担）
※ロシアビザ取得費用（7,350円）
が別途必要。シングルルーム希
望者は別途５万円が必要。なお、
募集人員に満たない場合は旅費が変更される場合があります。
【その他】リューネブルク市滞在のみの参加も可能（旅費27万７千円）。青少年と一緒に帰国します。

月　日 予　定

８月21日(水)
午前６時頃に市役所を出発し関西国際空港へ。
ヘルシンキ経由でハンブルク着後、リューネブルク市へ。

（ホームステイ）

22日(木)～24日(土) リューネブルク市にて学校訪問などの公式行事。
（ホームステイ）

25日(日) 午前中にリューネブルク市を出発、ハンブルクから
ヘルシンキ経由で日本へ。（機内泊）

26日(月) 午前中に関西国際空港着、バスにて午後に鳴門帰着。

月　日 予　定
８月21日(水) 午前６時頃に市役所を出発し関西国際空港へ。

ヘルシンキ経由でハンブルク着後、リューネブルク市へ。

22日(木)～24日(土) リューネブルク市にて公式行事。

25日(日) 午前中にリューネブルク市を出発、ハンブルクから空路
ロシア・モスクワへ。

26日(月) モスクワ観光

27日(火) 空路サンクトペテルブルクへ、到着後に市内観光。

28日(水) サンクトペテルブルク観光

29日(木) サンクトペテルブルク発、ヘルシンキ経由で日本へ。
（機内泊）

30日(金) 午前中に関西国際空港着、バスにて午後に鳴門帰着。

事前説明会	４月14日（日）
午前10時から市役所共済会館３階
大会議室で開催します。詳しくは
右記までお問い合わせください。
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　市では、家屋などの建て替えを伴わずに、既設の単
独処理浄化槽や汲み取り槽を撤去して合併処理浄化槽
を設置する場合に設置費の一部を補助しています。
　平成25年度の受け付けは平成26年２月14日（金）まで
ですが、申請は設置や撤去工事に着手する15日前まで
にする必要がありますので、ご注意ください。

【対象地域】市内全域（下水道の事業計画を定めた区域を除く）
【対象者】家屋などの建て替えを伴わずに、既設の「単
独処理浄化槽」や「汲み取り槽」
を撤去して10人槽以下の「合併
処理浄化槽」を設置する市民、
もしくは特定非営利活動促進法

第２条第２項に規定する市内の特定非営利活動法人。
【浄化槽を設置する建物の要件】
①専用住宅もしくは住居部分が建物面積の２分の１以上 
　を占める併用住宅
②特定非営利活動法人がその活動の用に供するための事務所
【補助額】　
■５人槽（住居部分の面積が130㎡以下の場合）［30万円以内］
■７人槽（住居部分の面積が130㎡を超える場合）
　［37万５千円以内］
■10人槽（住居部分の面積に関わらず浴室と台所がそ
れぞれ２つ以上ある場合）［49万５千円以内］
※既設の「単独処理浄化槽」や「汲み取り槽」を全て撤去
する場合は、それぞれ３万２千円を増額します。

■合併処理浄化槽への転換を補助 【問・申込先】　市環境政策課　☎683･7571

■生ごみの堆肥化・減量に
努めましょう

■	EMボカシの無料配布
　家庭での生ごみ処理を推進し、ごみ
の減量を図るためにＥＭボカシ２㌔の
無料配布を行います。希望する世帯は
廃棄物対策課または市民協働推進課ま
で申し込んでください。

■	コンポストのあっせん
　コンポストは土の地面に設置し、生ごみと土を
交互に入れて堆肥化させます。
　希望世帯は自己負担金を添えて、廃棄
物対策課または市民協働推進課に申し込
んでください。自己負担金は次のとおり

（１世帯につき１個）。

▼130㍑･190㍑の丸形 ＝ 3,000円

▼200㍑の角形 ･ 230㍑の丸形 ＝ 4,000円

問　市クリーンセンター廃棄物対策課
　　☎683･7573／FAX683･7579
　　市役所市民協働推進課　☎684･1140

■	電気式生ごみ処理機の購入補助
　今まで補助を受けたことのない世
帯と、前回補助受給日から５年以上
を経過している世帯を対象に、購入
金額の２分の１、上限20,000円を補
助します。平成25年度の募集台数は
40基（先着順）です。
　処理機購入前に市クリーンセンター廃棄物対策
課または市役所市民協働推進課にある申請用紙に、
処理機の型番、購入予定金額、購入店（鳴門市内に
限る）を記入し同課に申し込んでください（押印は
朱肉を使う印鑑で）。
※申請前に処理機を購入すると補助を受けること
ができませんので、ご注意ください。
　前回の受給年月日が不明な場合は、お気軽にお
問い合わせください。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

EMボカシ

生ごみ専用EM発酵資材

　化学肥料・化学合成農薬を原則５割以上低減する
取り組みとセットで、地球温暖化防止や生物多様性
保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者を支援
する「環境保全型農業直接支払交付金」制度の申請者
を募集します。
【支援交付単価】10ａ当たり1,500円～４千円の見込み
【申し込み】　申請書に必要事項を記入の上、７月１日
（月）までに市役所農林水産課へご提出ください。
※申請書は同課で配布しています。

■「環境保全型農業直接支払
交付金」制度の申請者を募集

　45歳未満で独立・自営就農する農業者に対し、年間
150万円を給付する同制度の申請者を募集します。
　給付を受けるためには給付要件を満たし、市役所農林
水産課へ所定の「経営開始計画」を提出していただく必
要があります。
【募集期間】　４月15日（月）～６月14日（金）
【対　　象】　平成21年４月以降に独立就農した方、平
成26年１月31日までに独立就農を予定されている方。
※提出書類は同課および市内農協で配布しています。

■青年就農給付金「経営開始型」
平成25年度第一回募集

上記交付金と給付金の要件など、詳しくは市役所農林水産課（☎684・1744）までお問い合わせください。
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▼木造住宅の耐震化を支援します

　３月８日、環境にやさしい優れた
取り組みをした環境優良校（園）として、
大麻中学校、林崎小学校、鳴門東小学校、明神幼
稚園が表彰されました。
　市教育委員会では平成21年１月から、子どもた
ちと教職員が一体となって環境にやさしい学校

（園）づくりを進めようと「なると環境スクール認定
制度」を導入し、市内の全幼稚園・小学校・中学校
の昨年１年間取り組んできた活動の中で、特に優
れた取り組みを行った優良校（園）を選んでいます。

■平成24年	なると環境
　スクール優良校（園）決定

■鳴門東小学校
　エコレンジャー活動

■大麻中学校
　ふれあい除草作業

■林崎小学校
　水尾川の浄化活動

■明神幼稚園
　クリーンセンターの見学

【対象住宅】　次の全てを満たす市内の木造住宅
■市が実施した耐震診断で評点が1.0未満の住宅　
■現在居住している住宅　■過去に木造住宅耐震改
修事業補助金などを受けていない住宅

【対象となる工事】　工事費が20万円（税込み）以上
であり、平成26年３月25日までに完了実績報告書
が提出できる工事で次に該当するもの。▲

耐震化工事　
　 1高さ1.5ｍ以上の家具を全て固定（必須）
　 2評点0.7未満を0.7以上とする耐震補強工事
　 3評点0.7以上（1.0未満）の評点を向上させる耐震
　　補強工事
　 4耐震ベッド・シェルターを設置する工事など
※ 1を必ず実施した上で行う2～4のいずれかの工
事が対象となります。ただし、申請時点ですでに工
事契約または工事着手している場合は対象外となり
ます。▲

リフォーム工事
　省エネ工事、バリアフリー工事など。

【市上乗せ補助要件】　市の上乗せ補助金を受ける

【対象住宅】　次の全てを満たす市内の木造住宅
■昭和56年５月31日以前に着工された住宅　■在
来軸組工法または伝統工法により建築された住宅 
■３階建て以下の住宅　■現在居住または改修後

居住する予定の住宅　■固定資産税および住民税
の滞納がない方の所有する住宅

【申込期間】　４月１日（月）～12月27日（金）
【費　　用】　自己負担金1,500円（共同住宅は３千円）

■木造住宅耐震診断　226戸募集…①

【対象住宅】　次の全てを満たす市内の木造住宅
■現在居住している住宅　■市の木造住宅耐震診
断で評点が0.7未満と診断された住宅　■固定資産
税および住民税の滞納がない方の所有する住宅

【対象となる工事】　■評点が1.0以上となる耐震改
修工事　■耐震改修施工者等による工事　■県木

■耐震改修工事費補助　13戸募集…②
造住宅耐震化促進技術委員会が承認した耐震改修
工事　■平成26年２月７日までに工事が完成（見
込みを含む）する耐震改修工事

【申込期間】　４月１日（月）～11月29日（金）
【補 助 額】　耐震改修工事に要する工事費の３分
　　　　　　の２以内（上限60万円）

　先着順で受付し、定数に達し次第締め切りま
す。①は住宅の外観写真２枚と印鑑を持参、②
および③については必要書類などを持参し下記
へお申し込みください。 （郵送不可）
　対象者や必要書類など、詳しくは下記までお
問い合わせください。

【問・申込先】市役所まちづくり課 ☎684・1164

■簡易耐震リフォーム工事費補助　30戸募集…③
場合は上記に加え、次の要件を全て満たす必要があ
ります。
　■県の「住まいの安全・安心なリフォーム支援
　　事業」と同時に申請を行うこと
　■市税の滞納のない方が所有する住宅であること
　■鳴門市内に本店を有する建設業者など（一定条件
　　を満たす個人業者でも可）が工事を施工するもの

【申込期間】　４月１日（月）～
【補 助 額】　最大50万円

　 ▼県補助：補助対象工事費（税込み）の２分の１
　　　　　　（上限40万円）
　 ▼市補助：補助対象工事費（税込み）の４分の１
　　　　　　（上限10万円）
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■国民年金保険料が決まりました
　平成25年度（４月～26年３月分）の国民年金保険料
が月額15,040円に決まりました。前納や口座振替制度

（早割）があり、これらを利用すると保険料が割り引
かれます。ぜひご利用ください。

【毎月納付】  15,040円  早割利用で▶ 14,990円
【６カ月前納】  89,510円  口座振替で▶ 89,210円
【１年前納】 177,280円  口座振替で▶176,700円

□付加年金をご存じですか？
　国民年金基金に加入していない第１号被保険者は、
定額の保険料を納付する際に、合わせて月額400円の
付加保険料を納めると、老齢基礎年金を受給すると
きに上乗せの付加年金（年額200円×納付月数）を受け

取ることができます。
〈例〉10カ月納付していたら…　 
年額200×10＝2,000円多く年金を受け取ることができ
ます。
　付加年金の手続きは、徳島北年金事務所や市役所
市民課年金担当で受け付けています。
問 市役所市民課年金担当　☎684・1138

□後納制度をご利用の方へ
　後納保険料は年度ごとに加算額が定められており、
25年３月までに作成した納付書は、25年４月以降使用
できません。納付書の再作成は下記までお問い合わ
せください。
■専用ダイヤル　☎0570・011・050
■徳島北年金事務所　☎655・0911

　各種機関の企業支援策を掲載するほか、会員登録
していただいた事業所やがんばる経営者の紹介、会
員の皆さんのニーズに応じた情報提供などを行って
いきます。また、ホームページを基本とした会員同
士の交流を図りながら会員の取引促進、受発注・技
術提携・共同開発などを支援していく予定です。
　事業所の皆さん、エコノミックガーデニング鳴門
へのご登録をお願いします。

今後、広報なるとでも会員の皆さんの地域経済の
活性化に向けた取り組みを紹介していきます。

　多くの人に市政情報や市が主催または共催してい
るイベント情報、災害時等における緊急情報などを
お伝えするため、４月１日より、鳴門市公式ツイッ
ターの運用を開始します。

アカウント名は
「＠naruto_city」です。

　ツイッターのアカウント登録をされていない方で
も、以下のアドレスから発信内容を閲覧できます。

【http://twitter.com/naruto_city】

□会員登録・エコノミックガーデニングについては
　ホームページ（http://www.eg-naruto.jp/）から。
　また、フェイスブックも同時開設。フェイスブッ
　クから「エコノミックガーデニング鳴門」で検索！

問 市役所商工政策課　☎684・1158

■エコノミックガーデニング鳴門ホームページを開設

■鳴門市公式ツイッター運用開始
　なお、携帯電話からご覧になる場
合は、右記ＱＲコードをご利用くだ
さい。
※原則として、他アカウントのフォ
ローや頂いたツイートに対して、個
別の回答は行いませんので、あらか
じめご了承ください。

Twitter（ツイッター）とは、さまざまな情報を140文字
という短い内容で発信する、インターネットを活用し
た仕組みです。 簡潔でタイムリーな情報を、気軽に
閲覧することができます。

問 市役所情報化推進室　☎684・1128

■水道料金徴収等業務
　の委託会社が決定
　検針や集金などの水道料金徴収等業務
を昨年より引き続き「第一環境株式会社」
が行います。なお、委託会社の従業員や
検針員は、身分証明書を必ず携
帯しております。不審な点があ
れば、身分証明書の提示を求め
るか、市企業局水道事業課（☎
685・3330）までお問い合わせ
ください。

■うずしお鳴門PR応援鯛（隊）募集
　鳴門の観光資源や特産品、文化・歴史などの魅力を全国に広く
PRしていただく「うずしお鳴門PR応援鯛」を募集します。

【活動内容】　応援鯛には、名刺や観光パンフレットをお渡ししま
す。いつでも、どこでも、だれにでも、鳴門の魅力をPRしてください。

【対象者】　市内在住、本市出身、居住経験または、ゆかりがある方。
【申し込み】　市役所本庁舎１階案内および観光振興課で配布して
いる登録申込書に必要事項を記入し、郵送またはファクスで市役
所観光振興課（☎684・1453/FAX684・1339）まで。
※応援鯛に対しての報酬や旅費などの支給はありません。
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　固定資産税が課税される前に、固定資産課税台帳
の閲覧と価格等縦覧帳簿（土地･家屋の所在や面積、
評価額など情報が記載された資料）の縦覧を行います。
【と　き】　４月１日（月）～５月31日（金）、午前８時
30分～午後５時15分（土･日曜･祝日を除く）
【ところ】　市役所税務課（本庁舎２階）
■閲覧・縦覧できる方
固定資産課税台帳
　納税義務者、納税義務者から委任を受けた方、納
税管理人、借地･借家人（ただし、借地･借家人は該当
物件のみ）※借地･借家人が閲覧や証明書を請求する場合は、
本人が確認できるもの（運転免許証など）と賃貸借契約書の提示が
必要です。また、納税者から委任を受けた方は委任状が必要です。
土地・家屋価格等縦覧帳簿
　鳴門市に固定資産税を納税している方（土地について
のみ納税している方は、土地価格等縦覧帳簿のみ、家
屋についてのみ納税している方は家屋価格等縦覧帳簿
のみの縦覧となります）
※閲覧･縦覧をするには、本人確認ができるもの（納税通
知書、運転免許証など）が必要です。また、納税者から
委任を受けた方は委任状が必要です。

■手数料　
▼固定資産課税台帳＝閲覧期間中無料（期間外は350
円が必要）※コピー希望の場合は１枚目100円、２枚
目以降は１枚につき50円が必要。
▼土地･家屋価格等縦覧帳簿＝無料
■評価額に疑問があるときは
　台帳に記載されている土地・家屋の評価額に疑問
がある場合は、窓口の職員にお尋ねください。職員
の説明を受けてなお評価額に不服がある場合は、固
定資産評価審査委員会に審査を申し出ることができ
ます。申出期間は、固定資産課税台帳に価格を登録
したことが公示された日または納税通知書を受けた
日の翌日から数えて60日までです。
■お知らせください
　次のような場合は、税務課固定資産税担当までご
連絡ください。●家屋を取り壊した場合●新築・増
築した場合●未登記家屋（不動産登記をしていない家
屋）を売買、相続するなど所有者が変わった場合●新
たに所有地を住宅の敷地として使い始めた場合●新
たに住宅の敷地をそれ以外の目的で使い始めた場合
問 市役所税務課固定資産税担当　 ☎684・1131

■固定資産課税台帳閲覧・価格等縦覧帳簿縦覧

市税や保険料は忘れず、納期内に納税しましょう。
納　　　　期 市･県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険料

介 護 保 険 料
後期高齢者
医療保険料

下水道
受益者負担金

平
成
25
年

５月末 ５月31日 １期 全期（注1）
６月末 ７月１日 １期 １期
７月末 ７月31日 ２期 ２期 １期
８月末 ９月２日 ２期 ３期 １期
９月末 ９月30日 ３期 ４期 ２期 ２期
10月末 10月31日 ３期 ５期 ３期
11月末 12月２日 ６期 ４期 ３期

12月25日 ４期 ７期 ５期
平
成
26
年

１月末 １月31日 ４期 ８期 ６期 ４期
２月末 ２月28日 ９期 ７期
３月末 ３月31日 10期 ８期

市 民 税（特別徴収） 平成25年６月～
平成26年５月

各月の翌月の10日　
※納期特例２回（申請要）H25年12月10日、 H26年６月10日

法 人 市 民 税 全期 事業年度終了の日から２ヵ月
◎納付時期の公平を図るため、期限を過ぎると法律に基づいた延滞金を徴収します。
◎納期限が休日に当たるときは、次の金融機関の営業日(市役所の開庁日)を納期限とします。

（注1） 軽自動車車検用納税証明の有効期限は、平成26年5月30日までです。

平成25年度　鳴門市税等納期一覧表

■国道28号沿道地区
　（木津野・吉永）地区計画を決定
　幹線道路沿道を生かした良好な環境を有する地区
の形成を図るため、地区計画を決定しました。地区
整備計画区域内では、地区計画に適合する建築物の
開発や建築が可能となります。詳しくは市役所まち
づくり課（☎684・1171）まで。
　　http://www.city.naruto.tokushima.jp/contents/
tokei/cityplan.html
ＨＰ

■鳴門地域地場産業振興センターが解散
　「じばさん」の愛称で親しまれ、鳴門地域の地場産品
の普及販売業務を行ってきた㈶鳴門地域地場産業振興
センターが３月31日をもって解散しました。
　建物の一部は市の分庁舎となり、１階喫茶コーナーを

「多目的スペース」として改修します。また「販売コーナー」
および２階貸会議室は従来どおりご利用いただけます。
問 市役所商工政策課 ☎684・1468
※販売・貸会議室に関することは、一般社団法人
　鳴門市うずしお観光協会（☎685・2826）まで。
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【
と
き
】４
月
15
日（
月
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
経
済
棟
２
階
会
議
室

【
問
】と
く
し
ま
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョン
　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

憲
法
週
間
行
事 

無
料
法
律
相
談

　
徳
島
弁
護
士
会
の
弁
護
士
が
皆
さ
ん

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】５
月
９
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分（
相
談
時
間
30
分
）

【
と
こ
ろ
】徳
島
地
方・家
庭
裁
判
所（
徳

島
市
徳
島
町
一
丁
目
５
番
地
）

【
定
員
】午
前
・
午
後
各
25
人
※
先
着
順

【
問
・
申
し
込
み
】平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
徳
島
地
方
裁

判
所（
☎
６
０
３・０
１
１
１
）へ
。

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

　
母
子
家
庭
等
の
就
業
を
支
援
し
、
就

業
に
役
立
つ
知
識
技
能
の
習
得
や
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
。

【
対
象
者
】母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
お
よ
び
寡
婦
で
あ
っ
て
、 

就
業
と

自
立
に
意
欲
の
あ
る
方
。

【
科
目
】日
商
簿
記
３
級
、
介
護
職
員
初

任
者
研
修
、
医
療
事
務
講
習
、
パ
ソ
コ

ン
講
習
な
ど（
そ
れ
ぞ
れ

５
～
11
月
の
間
に
開
催
）

【
と
こ
ろ
】徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
徳
島
市
中
昭
和
町
１

－

２
）ほ
か

【
受
講
料
】無
料
※
教
材
費
は
実
費
必
要

【
問
・
申
し
込
み
】所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、印
鑑
を
持
参
の
上
、

本
人
が（
公
財
）徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会（
☎
６
５
４・
７
４
１
８
）へ
。

科
目
や
日
程
、
申
込
書
な
ど
詳
し
く
は

同
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

陸
上
競
技
教
室

【
と

き
】４
月
20
日
～
平
成
26
年
３
月

８
日
の
土
曜
日（
全
20
回
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
第
２
陸
上
競
技
場（
雨
天
時
は
メ
ー

ン
ス
タ
ン
ド
南
雨
天
練
習
場
）

【
応
募
資
格
】陸
上
競
技
に
関

心
の
あ
る
方（
小
学
生･

一
般
）２
０
０
人

【
会

費
】年
額
３
千
円（
保
険
料
・
施

設
利
用
料
含
む
）

【
指
導
者
】陸
上
競
技
協
会
会
員
な
ど

【
申
し
込
み
】申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
４
月
10
日（
水
）ま
で
に
〒
７
７

２
・
０
０
１
１ 

撫
養
町
大
桑
島
字
辷

岩
浜
８

－

２
市
教
育
委
員
会
体
育
振

興
室（
☎
６
８
６・８
８
０
４
）へ
。

鳴
門
市
体
操
教
室
生
募
集

【
と
き
／
と
こ
ろ
】週
２
回（
火･

金
曜
日
）

／
鳴
門
市
体
操
場（
大
津
町
備
前
島
）

【
対

象
】４
歳
児
～
小
学
６
年
生

【
内

容
】マ
ッ
ト
運
動
、
跳
び
箱
、
鉄

棒
な
ど
を
使
い
練
習
し
て
い
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
柔
軟
体
操
や
体
力
づ
く

り
、
個
性
に
応
じ
た
基
礎
的
な
技
術
の

習
得
や
運
動
能
力
の
育
成
、
団
体
行
動

を
通
し
て
の
精
神
力
や
社
会
性
の
育
成

を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス（
幼
児
コ
ー
ス

と
健
康
コ
ー
ス
）で
す
。
体
験
可
能
。

【
問
・
申
込
先
】鳴
門
市
体
操
教
室

　
　
　
　
　
　
☎
６
８
５･

４
０
４
６

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

◆
電
動
ベ
ッ
ト 

◆
コ
ン
ポ
ス
ト
※
以

上
無
料
◆
電
動
味
噌
く
り
機
※
有
料

【
問
】市
消
費
者
協
会

☎
６
８
６･
３
７
７
６

出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

「
社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）」を
開
催
し
ま
す
。

【
と

き
】４
月
18
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時
　
※
次
回
は
５
月
16
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】共
済
会
館
３
階
小
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０・９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所
☎
６
５
５・０
９
２
０

無
料
法
務
相
談

【
と
き
／
と
こ
ろ
】４
月
30
日（
火
）午
後

２
時
～
４
時
　
※
事
前
予
約
制

／
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
・
会
議
室

【
内

容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト

森
江
☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１

吉
田
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

若
者
の
就
労
相
談
会（
無
料
・
予
約
制
）

　
働
い
て
お
ら
ず
、
職
業
訓
練
も
学
校

も
行
っ
て
い
な
い
若
者
の
働
く
こ
と
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
家
族
か
ら

の
相
談
も
可
）

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 ４月12日㈮ 午後１時〜４時 市役所本庁１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 ４月19日㈮ 午後１時30分〜４時30分 本庁舎１階市民相談室 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

成年後見制度相談 ４月17日㈬ 午後１時30分〜３時30分（基本予約） 市役所本庁１階会議室 長　寿　介　護　課（☎684・1175）
女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女性子ども支援センター（☎684・1413）
心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無料相談

■切り取って電話機の隣や玄関などに貼ってお使いください。

インクカートリッジ回収箱が満杯に
　平成24年11月から本庁舎に設置していた回収箱
が満杯になり、リサイクル仕分け拠点に発送しま
した。今後も継続してリサイクルに取り組みます
ので、ご協力をお願いします。

【問】市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

■本庁舎以外の回収箱設置場所は以下のとおりです
クリーンセンター、図書館、各連絡所（里浦、鳴門、瀬戸、
北灘、堀江、板東）、市立保育所（林崎、中央、瀬戸、みどり）
※ブラザー、キャノン、デル、エプソン、ヒューレット・パッ
カードおよびレックスマーク各社の純正家庭用インクカート
リッジのみ回収します。
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【
と
き
】５
月
16
日
～
平
成
26
年
２
月
ま

で
の
毎
月
第
３
木
曜
日（
８
月
休
み
）午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】市
婦
人
会
館（
旧
鳴
門
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
５
階
）

【
対

象
】市
内
在
住
の
女
性

【
定

員
】40
人（
先
着
順
）

【
受
講
料
】無
料（
材
料
費
は
実
費
必
要
）

【
問
・
申
し
込
み
】４
月
30
日（
火
）ま
で
に

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
〒
７
７
２・０

０
１
１ 

撫
養
町
大
桑
島
字
辷
岩
浜
８

－

２ 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課

「
う
ず
し
お
女
性
学
級
」係（
☎
６
８
６
・

８
８
０
７
、
Ｅ
メ
ー
ル
：syougai-ji

nken@
city.naruto.lg.jp

）へ
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ（
ゆ
り
か
ご
）会
員
募
集

　
市
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
し
て
、

４
カ
月
児
健
診
時
に
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
健
診
の
合
間
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま
す
。
毎

回
参
加
で
き
な
く
て
も
結
構
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
活
動
日
】毎
月
第
２
木
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

【
問
】市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

　
　
☎
６
８
４・１
２
２
５

新
池
川
浄
化
活
動
参
加
者
募
集

■
Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
作
り

【
と

き
】４
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー

体
力
向
上
教
室（
参
加
無
料
）

　
高
齢
者
の
健
康
の
維
持
・
増
進
と
運

動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
。

【
と
き
／
と
こ
ろ
】

５
月
８
日
～
７
月
31
日
の
毎
週
水
曜
日

①
午
前
９
～
10
時
／
矢
倉
団
地
集
会
所

　（
大
津
・
撫
養
町
木
津
地
区
の
方
）

②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
／
堀
江

　
公
民
館（
大
麻
地
区
の
方
）

【
対
象
者
】要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

【
内
容
】ダ
ン
ベ
ル
・
ラ
バ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
を
使
っ
た
運
動
、
体
力
測
定

【
講
師
】徳
島
大
学
　
三
浦 
哉 

准
教
授

【
問
・
申
し
込
み
】４
月
末
日
ま
で
に
、

①
に
参
加
希
望
の
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り（
☎
６
８
６・１
１
３
９
）

へ
。
②
に
参
加
希
望
の
方
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
お
お
あ
さ（
☎
６
８
９
・

３
７
３
８
）へ
。

ラ
テ
ン
語
入
門
講
座（
要
予
約
）

　
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
前
の
カ
フ
ェ
・

ラ
・
パ
レ
ッ
ト（
☎
６
８
３・６
８
７
７
）

で
開
催
、
詳
し
く
は
同
所
ま
で
。

【
と

き
】４
月
13
日（
土
）午
後
１
時
～

【
講
師
】鳴
門
教
育
大
学

　
　
　
清
野 

茂
博 

名
誉
教
授

【
受
講
料
】無
料（
入
場
料
４
０
０
円
と

教
材
実
費
が
必
要
）

募
　
集

う
ず
し
お
女
性
学
級
生
募
集

　
楽
し
く
健
康
・
文
学
・
音
楽
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
生
涯
学
習
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

※
Ｅ
Ｍ
ダ
ン
ゴ
５
個
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
新
池
川
周
辺
清
掃
奉
仕

【
と

き
】４
月
28
日（
日
）午
前
９
時
～

【
と
こ
ろ
】鳴
門
警
察
署
西
側
広
場
周
辺

※
軍
手
・
ゴ
ミ
袋
は
配
布
し
ま
す
。

※
４
月
６
、７
日
に
警
察
署
西
側
広
場

で
各
日
午
前
10
時
よ
り
、
芝
桜
鑑
賞
会

を
開
催
し
ま
す
。

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
　
乾

　
　
☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

催
　
し

草
の
実
ま
つ
り

【
と

き
】４
月
29
日（
月
・
祝
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】草
の
実
学
園･

板
東
の
丘
内

【
内

容
】利
用
者
の
作
品
展
、
即
売
、

協
賛
物
品
販
売
、
福
祉
相
談
な
ど

※
駐
車
場
は
大
麻
比
古
神
社
西
側
駐
車

場（
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り
）。
ま
た
、

板
東
出
張
所
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
も

運
行
。
事
前
、
当
日
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
。

【
問
】草
の
実
学
園
☎
６
８
９・１
３
８
１

　４月１日から放送期間を変更しています。放送チャンネル・
時間はリビング鳴門の番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▶４月１日から　平成25年度当初予算重点項目
▶４月16日から　市議会の紹介と第１回定例会の概要
鳴門ビデオボランティア制作番組
▶４月１日から　大日寺／杉原　勲（徳島市）
▶４月16日から　高島を訪ねて／豊田　三郎（板東）

市民チャンネル番組ガイド

■４月６日（土）
午前８時30分～午後０時30分
【取り扱い業務】戸籍謄抄本・
除籍謄抄本交付、住民票の写
しなど交付、印鑑登録証明書
交付、印鑑登録業務
※住所の異動はできませんので、
　ご注意ください。
問市役所市民課 ☎684･1135

第一土曜日は市民課を開設

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 
矢 倉 Ａ 3 9,600～14,300 ４階建 3DK・40．2㎡
矢 倉 Ｇ 1 6,900～10,300 ４階建 2DK・30．7㎡
桑島第2B 5 16,300～24,300 ５階建 3DK・56．6㎡
明 神 第2 4 16,700～24,800 ４階建 3DK・57．7㎡
高 島 Ｂ 4 26,400～39,300 ４階建 3DK・66．0㎡

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 
川 崎 第 ２ 1 18,600～27,800 平 屋 3LDK・79．4㎡

市営住宅の入居者募集 受付日：４月８日（月）・９日（火）　抽選日：４月12日(金)

※入居は6月1日から　※矢倉団地Ｇは単身入居可。 ※矢倉
団地には駐車場がありません。

※川崎第２団地は身体障がい者を含む世帯のみ申し込み可。
当該住宅はバリアフリー化しているので、障がい程度が重
度（身体障害者手帳１・２級を所持）の方が対象。
※受付および抽選時にいない場合は無効となります（時間厳守）。
■入居資格など詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当（☎
684･1162 ／FAX684･1343）までお問い合わせください。

優先住宅一般住宅

夜間の小児診療病院が変更
　４月１日より、県立中央病院が「小児救急医療拠点病院」
に指定され、夜間の小児診療病院が同病院となります。

（小児救急医療体制）
午後10時30分～翌日午前８時30分
県立中央病院 ☎631・7151

で医療とくしま 検索
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場
者
は
無
料

【
出

演
】徳
島
エ
ン
ゲ
ル
楽
団
＆
合
唱

団
、
徳
島
大
学
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス

【
問
】バ
ル
ト
の
庭
☎
６
８
９･

２
１
６
３

文
　
化

「
な
る
と
市
民
文
芸
」発
刊

　
市
民
の
文
芸
誌「
な
る
と
市
民
文
芸
」

第
42
号
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
小
説
、

随
筆
、現
代
詩
、郷
土
史
、漢
詩
、俳
句
、

短
歌
、
川
柳
な
ど
、
市
民
の
文
芸
作
品

６
８
０
点
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
俳
句
作
品
の
中
に
は
、
市
内
８
小
学

校
の
児
童
に
よ
る
こ
ど
も
俳
句
２
４
５

点
も
掲
載
。
市
立
図
書
館
や
公
民
館
に

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
文
化

交
流
推
進
課
に
お
い
て
１
冊
千
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

【
問
】市
役
所
文
化
交
流
推
進
課

　
　
☎
６
８
４・１
２
１
４

ス
ポ
ー
ツ

「
四
国
ダ
ー
ビ
ー
」

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
VS
愛
媛
F
C

【
と

き
】４
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
４
時
キ
ッ
ク
オ
フ

※
開
場
は
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク 

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム

【
内

容
】徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
は
、 

J

F
L
時
代
か
ら
四
国
の
ラ
イ
バ
ル
チ
ー

ム
と
し
て
愛
媛
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
す
る
試

合
を
四
国
ダ
ー
ビ
ー
と
称
し
、
こ
れ

ま
で
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
一
戦
は
、
チ
ー
ム
の
誇
り

を
か
け
た
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
ゲ
ー

ム
。
勝
利
チ
ー
ム
に
は
勝
利
の
証
と
し

て
四
国
ダ
ー
ビ
ー
・
ウ
ィ
ナ
ー
ズ
・
フ

ラ
ッ
グ
が
贈
与
さ
れ
ま
す
。

【
注
意
事
項
】缶
・
ビ
ン
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
問
】市
役
所
観
光
振
興
課

　
　
☎
６
８
４・１
１
５
７

４月の市文化会館駐車制限日程

※市文化会館を利用される方はご駐車ください。

◆１日（月） ９:00～22:00
◆６日（土） ９:00～22:00
◆７日（日） ９:00～22:00

◆10日（水） ９:00～22:00
◆20日（土） ９:00～17:00
◆28日（日） ９:00～17:00

催
　
し

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
と

き
】４
月
６
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内

容
】新
鮮
な
地
元
農
産
物
や
海
産

物
な
ど
の
販
売 

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行

　
　
委
員
会 
☎
６
８
４･

１
１
５
２

明
石
海
峡
大
橋
　
海
上
ウ
ォ
ー
ク

　
普
段
は
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
明
石
海

峡
大
橋
の
管
理
用
通
路
を
、
神
戸
・
舞

子
か
ら
淡
路
島
ま
で
歩
い
て
渡
り
ま
す
。

【
と

き
】５
月
25
日（
土
）･
26
日（
日
）

【
募

集
】小
学
４
年
生
以
上
の
方
２
４

０
０
人（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
費
】２
千
円（
中
学
生
以
下
は
千
円
）

【
応
募
方
法
】４
月
14
日（
日
）ま
で
に
往

復
は
が
き（
必
着
）ま
た
は
淡
路
島
く

に
う
み
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.kunium

i.or.jp/

）に
て
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
案
内
設
置
の
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会
　

☎
０
７
９
９･

２
２･

６
０
０
０

徳
島
エ
ン
ゲ
ル
楽
団
演
奏
会

　
大
正
時
代
の
徳
島
エ
ン
ゲ
ル
楽
団
が

演
奏
し
た
曲
や
大
正
ロ
マ
ン
の
歌
を
中

心
に
演
奏
。

【
と

き
】４
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～

３
時
30
分（
公
開
練
習
：
午
前
11
時
～
）

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫
バ
ル
ト
の
庭

【
入
園
料
】演
奏
会（
公
開
練
習
含
む
）来

「市民文化講座」新規受講生募集
　市内13カ所で20講座を開講している市民文化講座では、新規受講生を募
集しています。４月から新たに、「季節の折り紙教室」など３講座も開講い
たしますので、春から習い事を始めて文化に親しんでみませんか。

【講座の種類・問い合わせ先】
□川柳鳴峡会：橋本（☎686･9727）　　
□短歌講座：日下（☎686･1639）
□郷土史研究会：事務局（☎685-0255）
□民踊教室：濱田（☎686･4339）
□大正琴入門：岡田（☎688･1012）
□詩吟教室：中野（☎688･0558）
□手編み教室：村沢（☎688･1877）
□染色教室：藤澤（☎686･1340）
□トールペイント講座：富永（☎090･5145･0454）
□墨絵教室：村澤（☎686･9623）
□俳画教室：大西（☎090･3785･8478）
□きりえ教室：上田（☎686･5926）
□こどもお琴教室：事務局（☎090･2823･9564）
□季節の折り紙・水彩色えんぴつ・子ども絵画教室：田中（☎080･6112･0885）

　俳句（すだち句会･ももその句会･新女園俳句会･鳴門ホトトギス会）、その他
お問い合わせは市役所文化交流推進課（☎684･1214）へ。

就学援助費申請は４月12日までに
　経済的理由などで、児童・生徒の就学が困難な世帯に対して、
小中学校の義務教育に必要な費用の一部を援助します。平成25
年度就学援助を希望する方は、各学校にある申請書に必要書類
を添えて４月12日（金）までに学校へ提出してください。

【問】 各小中学校または市教育委員会学校教育課 ☎686・8802
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図
書
館

■
図
書
館
主
催
行
事

消
太
く
ん
と
避
難
訓
練
を
し
よ
う

　
消
太
く
ん
、
利
用
者
の
方
と
一
緒
に

避
難
訓
練
を
し
、
災
害
時
の
避
難
経
路

を
確
認
し
ま
す
。
訓
練
後
、
消
太
く
ん

と
写
真
撮
影
も
で
き
ま
す
。

【
と

き
】４
月
23
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

【
と
こ
ろ
】前
庭（
雨
天
時
は
玄
関
と
２

階
視
聴
覚
室
）

消
防
庁
舎
が
新
し
く
な
っ
た
よ
！

　
　
　
　
あ
つ
ま
れ
！
は
た
ら
く
車

　
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
は
た
ら
く

車
に
関
す
る
本
の
特
集
。
特
に
消
防
車

を
中
心
に
、
消
防
の
歴
史
の
本
も
展
示

し
ま
す
。

【
と

き
】４
月
２
日（
火
）～

　
　
　
　
５
月
30
日（
木
）

【
と
こ
ろ
】１
階
ロ
ビ
ー
、
子
ど
も
閲
覧
室

４
月
の
休
館
日
　
▼
１
日（
月
） 

▼
８
日

（
月
） ▼
15
日（
月
） ▼
22
日（
月
） ▼
28
日

（
日
）【
館
内
整
理
日
】  

29
日（
月
・
祝
） 

▼
30
日（
火
・
振
休
）

【
問
】市
立
図
書
館 

☎
６ 

８ 

５･

０
２
５

５
／
FAX
６
８
６･

６
５
８
９

キ
ョ
ー
エ
イ
４
階
催
し
※
入
場
無
料

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
小
学
校
を
建
設
し
よ
う

　
第
３
回
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
写
真
展
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
と

き
】４
月
３
日（
水
）～
10
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

【
問
】鈴
木 

☎
０
９
０・７
５
７
７・０
０
２
７

第
４
回
鳴
門
水
彩
美
学
展

　
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街
水
彩
画
教
室
の
生

徒
が
描
い
た
静
物
や
風
景
な
ど

【
と

き
】４
月
13
日（
土
）～
18
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

【
問
】大
道 

☎
６
８
５・８
８
８
７

岩
朝
哲
男
写
真
展「
鳴
門
の
昭
和
史
」

＆
月
光
の
鳴
門

　
主
催
者
が
撮
影
、
秘
蔵
し
て
い
た
鳴

門
の
懐
か
し
く
貴
重
な
写
真
を
展
示
。

【
と
き
】４
月
20
日（
土
）～
29
日（
月
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

【
問
】岩
朝 

☎
６
８
６・３
３
７
１

BOAT RACE鳴門 
【ボートレース鳴門開催】
●４月4日（木）～9日（火）GⅠ大渦大賞開設60周年記念 ●12日（金）～15日（月）スプ
リングカップ ●18日（木）～21日（日） 大型映像導入９周年記念 ●25日（木）～29日

（月・祝） 男女W優勝戦第43回デイリースポーツ杯
【場外発売】
●4月12日（金）～15日（月）GⅠ大村［大村］ ●18日（木）～21日（日） GⅠびわこ［びわ
こ］ ●25日（木）～27日(土) GⅡMB三国［三国］ ●28日（日）・29日(月・祝) 尼崎［尼崎］

　子どもたちの健全な育成を目的とし、市内在住の小中
学生を対象に、教育施設などに無料で入場できる「のび
のびパスポート」を発行しています。
　鳴門、徳島市内の学校に通学する児童・生徒には、
学校を通じて配付していますが、市内在住で他市町村
の学校に通っている児童・生徒については、個別に配布
しますので、ご希望の方は下記の２つの書類を持参し市
役所企画課（☎684・1120）にお越しください。
①市内在住を確認できる書類（窓口にお越しの保護者
　の住民票、運転免許証、健康保険証のいずれか）
②お子様の通学先の学校が確認できる書類（入学許可
　書、学生証のいずれか）

のびのびパスポートを個別配布

【ところ】　鳴門病院 ３階大会議室
【とき／内容】　午後２時～３時30分
▶4月９日（火）／糖尿病とは日常生活の注意
　　　　　　　  糖尿病食の基本
▶4月23日（火）／糖尿病の検査・検尿と自己血糖測定
　　　　　　　  食品交換表の使い方
▶5月７日（火）／運動療法、薬について
　　　　　　　  食品交換表の利用法
▶5月21日（火）／糖尿病の合併症、インスリン注射
　　　　　　　  低血糖について、まとめと質疑応答
▶6月４日（火）／糖尿病食試食会（午前11時～午後１時）
【費　用】　同院にて糖尿病治療中の方・かかりつけ
医で治療を受けている方（必ずかかりつけ医を通して
申し込みを）は、健康保険適応となり負担割合に応じ
た料金が必要。それ以外の方は800円／月、試食会は
千円。※試食会のみ事前の申し込みが必要。
【問・申込先】 鳴門病院 栄養科 ☎683・1854

鳴門病院の
糖尿病教室

どなたでも
参加できます

火葬施設使用料の改定と休業日案内
■市外居住者の火葬施設使用料が下記のとおり改定
されました。※４月１日受付分から

区　　分 旧使用料 新使用料

市　外
居住者

満13歳以上 １体につき 60,000円 80,000円
満13歳未満

（死産児含む）１体につき 30,000円 40,000円

※市内居住者については変更ありません。
■連休中（４月27日～５月６日）の休業日は、４月27日

（土）、５月３日（金・祝）、４日（土・祝）です。
【問】市役所市民課☎684・1135、市火葬場☎686・3065

【と　き】４月27日（土）・28日（日）
　　　　 午前９時～午後４時
【ところ】大谷焼の里（６軒の各窯元・商工会館）
【内　容】全商品20％引きで販売・無料ロクロ体験（一
部有料）・絵付け体験・作陶体験・
スタンプラリー（６軒全てのスタ
ンプを集めると抽選会）など
【問】大麻町商工会
　　☎689･0204

「大谷焼の里」スプリングフェスタ

４月のクリーンセンター業務案内
　27日（土）は三連休初日のため、午前８時30
分～正午までごみ持込受付を行います。
　29日（月）昭和の日はクリーンセンター休業日

（ごみ収集・持込受付ともに休み）です。
【問】市クリーンセンター  ☎683・7570
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■	定期予防接種のご案内
●市内に住民登録されている対象年齢の
方は、規定回数内の接種が無料です。
予防接種を受ける場合は「母子健康手帳」と「予診票」が
必要です。 「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、
必要性や副反応について十分に理解、納得した上で受
けましょう。
●対象となる年齢は、出生の日から数えるため通常よ
り１日早くなります。ぎりぎりになると接種できない
こともあるので、余裕を持って受けてください。
●確実に免疫をつくるためには決められた間隔で接種
を受けることが大事です。この間隔から外れる場合は
定期外の予防接種となり、予防接種による健康被害が
生じた場合に救済される制度が異なりますのでご注意
ください。
●予防接種に保護者以外の方が同伴される場合は、委
任状が必要となります。なお、満13歳以上の方の接種
については保護者の同意があれば同伴の必要はありま
せん。委任状は市公式ウェブサイトからダウンロード
できるほか、健康づくり課でお渡ししています。
●転入・紛失などで予診票がお手元にない方は、母子健
康手帳を持って健康づくり課へ取りにお越しください。

■	県外の医療機関で予防接種を受けられる方へ
　平成25年4月以降の定期予防接種に限り、接種費用
の助成をします。ただし、事前に「予防接種依頼状」
の交付申請が必要となりますので、詳細は健康づく
り課までお問い合わせください。 （事前に申請のない
場合は、助成の対象とはなりません）

ワクチン名 接種回数 平成25年度対象年齢

ＢＣＧ １回 １歳未満（生後５か月から８
か月未満が望ましい）

ヒブ
１～４回 生後２か月～５歳未満

小児の肺炎球菌

不活化ポリオ １期初回…20日から
56日の間隔で３回 生後３か月～７歳６か月

未満
※四種混合は、ポリオま
たは三種混合の予防接種
を１回も受けていない方
が対象

三種混合 １期追加…６か月以上
あけて１回
※１年から１年半が望
ましい

四種混合（不活
化ポリオ＋三種
混合）

二種混合 １回 満11歳～13歳未満 （※１）

麻しん
風しん
混　合

１期…１回 満１歳～２歳未満

２期…１回  平成19年４月２日生まれ～
 平成20年４月１日生まれ

日本脳炎

１期初回…６日から
28日の間隔で２回  満３歳～

　　７歳６か月未満１期追加…おおむね
１年して１回
２期…１回  満９歳～13歳未満 （※１）

平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれ
の方については、 20歳未満まで不足分の回数に
ついて接種できます  （※２）

ヒトパピローマ
ウイルス

（子宮頸がん）
３回 中学１年生～高校１年生

相当の女子

（※１）は13歳、 （※２）は20歳の誕生日の前々日まで。

平成 25年度　予防接種指定医療機関名簿
住所 医  院 ・ 病 院 名 電話番号

予　防　接　種　名

ＢＣＧ 不活化
ポリオ

四 種
混 合

三 種
混 合

二 種
混 合

麻しん
風しん
混　合

麻しん 風しん 日　脳 ヒ　ブ
小児用
肺炎球

菌
子宮頸
がん

撫養町

岩朝病院 685・8855 ● ●
うがい医院 686・2307 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
勝良医院 686・1216 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
兼松小児科 686・2606 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
かわの内科アレルギー科 683・1355 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
鳴門病院 683・0011 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
西條内科 686・1235 ● ● ● ● ● ● ●
だいとうレディースクリニック 683・1588 ●
高田内科医院 684・0031 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
たきファミリークリニック 683・1235 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
谷医院 686・3569 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
福田医院 686・2561 ● ● ●
浜中内科医院 677・5755 ●
元木医院 685・8282 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
レディースクリニック兼松産婦人科 685・1103 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

鳴門町
えだがわ小児科 687・0930 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
岡﨑内科循環器科 687・2720 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
鳴門山上病院 687・1234 ● ● ● ● ● ● ●

瀬戸町 北田医院 683・7050 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
沢内科胃腸科 688・0611 ● ● ● ● ● ● ●

大津町

田口小児科クリニック 683・1120 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
橋本医院 685・5211 ●
原田内科 685・3351 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
森本内科循環器科 686・8181 ● ● ●

大麻町

古林内科 689・3366 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
斎藤医院 689・0151 ● ● ● ● ● ● ● ●
中西医院 689・1508 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
原田医院 689・2108 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
板東診療所 689・1252 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※予防接種を受けるには予約が必要な場合があります。必ず事前に希望する接種医療機関にお問い合わせください。
※徳島県内の広域化に登録している医療機関でも接種可能です。登録しているかどうかは直接、医療機関にお問い合わせください。
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1446
成人保健担当：☎684・1137
FAX684・1336

予防接種担当：☎684・1206
栄養指導担当：☎684・1232
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜 午後６時～11時/日曜・祝日 午前９時～午後11時
◎午後11時からは、かかりつけ医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・3322）へ。
担当医院 ところ 科 　目 電話番号

４月７日 佐藤整形外科 南 浜 整  ・  リハ 685・6555
14日 鳴門山上病院 土佐泊 内 ・ 外 ・ リハ 687・1234
21日 う が い 医 院 斎 田 内 ・ 外 686・2307
28日 中 西 医 院 板 東 内 ・ 小 ・ リハ 689・1508
29日 小 川 病 院 南 浜 内・糖尿・リハ 686・2322

５月３日 古 林 内 科 板 東 内 ・ 小 ・ 皮 689・3366
４日 レディースクリニック兼松産婦人科 南 浜 産 ・ 内 ・ 小 685・1103
５日 谷 医 院 斎 田 内 ・ 胃 ・ 外 686・3569
６日 高田内科医院 黒 崎 内 ・ 小 684・0031

　妊娠後期の妊婦さんとその家族が対象です。初
産婦さんには個別通知をしています。詳しくは健
康づくり課までお問い合わせください。

お元気ＳＵＮROOM マタニティーの日 ４月22日㈪

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 ４月12日㈮ 平成21年10月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 ４月18日㈭ 平成23年10月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 ４月11日㈭ 平成24年６月生まれ 12：20～12：40
４か月児健診 平成24年11月生まれ 13：10～13：30

股 関 節
脱 臼 検 診 ４月19日㈮

平成24年11月生まれ
平成24年12月１日～15日生まれ
平成25年２月生まれ

12：40～13：00

 4月乳幼児健診の日程表　 （老人福祉センター 3F）

　お元気SUNROOMでは、保健師や管理栄養士など
の専門の職員が、健康や育児に関する悩み事相談をお
受けしています。ささいな事でも一人で悩まず、お気
軽にお越しください。
【場所／開所日時】市役所健康づくり課前／月～金曜日

（祝・祭日を除く）午前９時～午後５時
【内　　容】身長・体重・血圧・体脂肪・骨密
度測定、保健師による健康・育児相談、管理栄養士によ
る栄養・離乳食相談（皆さんの相談に一層対応できるよう、
今後、各種教室や相談日［幼児の肥満予防教室、栄養相談、
生活習慣病相談、マタニティ相談］を開設します。）
※４月より、毎月第１土曜日の開所は中止します。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

■お元気SUNROOMからのお知らせ

集団がん検診を受けましょう
【対象者】　以下の全てに該当される方
①鳴門市に住民登録されている方②平成26年３月31
日を基準日として、以下の各検診の対象年齢に達し
ている方③骨粗しょう症検診は、平成24年４月１日
から平成25年３月31日の間に受診していない方

検診種別 対象年齢 料金
胃がん検診 40歳以上 1,000円

肺がん検診 40歳以上 レントゲン　300円
レントゲン＋喀痰　800円

大腸がん検診 40歳以上 500円
骨粗しょう症 30～70歳女性 600円

【下記の①〜④の条件に該当される方は無料です】
①70歳以上の方②65歳から69歳以下の障がい認定に
よる後期高齢者医療受給者の方③生活保護世帯に属
する方④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当される方は申し込み時にお申し出く
　ださい。
【申し込み】　がん検診を受けるには、検診日の10日
前までに、電話・ファクス・Ｅメールまたは市公式ウェ
ブサイトからの電子申請のいずれかで必ずお申し込
みください。検診日の１週間前に受診票を送ります。

※胃がん検診は、検診車の都合で表の（）内人数ま
での受診（先着順）。

※大腸がん検診日は、容器の配布日となり、回収
日については配布日に説明します。

【集団がん検診日程】
実施日 受付時間 場　所 胃がん 肺がん 大腸がん 骨粗しょう症

５月14日（火）
  8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（100） ● ● ●
13：30～14：00 鳴 門 公 民 館 ● ● 　　●注１
15：00～15：30 鳴門東コミュニティセンター ● ● 　　●注２

５月21日（火） 8：30～  9：00 瀬 戸 公 民 館      ●（50） ● ● ●

５月25日（土） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（100） ● ● ●
13：30～14：00 北 灘 公 民 館 ● ● 　　●注１

６月１日（土） 8：30～  9：00 堀 江 公 民 館      ●（100） ● ● ●

６月７日（金） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（50） ● ● ●
13：30～14：00 大 津 中 央 公 民 館 ● ● 　　●注１

６月27日（木） 8：30～  9：00 萩 原 集 会 所      ●（50） ● ● ●

７月５日（金） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（100） ● ● ●
13：30～14：00 里 浦 集 会 所 ● ● 　　●注１

11月12日（火） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（100） ● ● ●
11月28日（木） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（50） ● ● ●
12月５日（木） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（50） ● ● ●
12月17日（火） 8：30～  9：00 老人福祉センター      ●（50） ● ● ●

【対象年齢と料金】

※骨粗しょう症検診の受付時間は午前10時～10時30分。
　ただし、注１の受け付けは午後２時〜２時30分、注２は午後３時30分〜４時。
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制
度
を
活
用
し
た

６
次
産
業
化
の
推
進

魅
力
あ
る
地
域
産
業
の
創
出
に
向
け
て

　「鳴
門
う
ず
し
お
果
実
酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
」

　
市
で
は
品
目
ご
と
の
ブ
ラ
ン
ド
推

進
事
業
に
加
え
、「
農
漁
業
６
次
産
業

化
推
進
事
業
」に
よ
る
、
生
産
者
の

経
営
安
定
と
地
場
産
品
の
付
加
価
値

の
向
上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
６
次
産
業
と
は
、
農
漁
業
者
な
ど

が
生
産
だ
け
で
な
く
、
加
工・流
通・

販
売
に
も
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
漁
業
者
自
身
が
得
る
新

た
な
付
加
価
値
の
創
造
と
ビ
ジ
ネ
ス

の
拡
大
・
活
性
化
を
目
指
す
取
り
組

み
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た

め
の
新
た
な「
政
策
」と
し
て
、「
果
実

酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
」の
製
造
の
規
制

を
緩
和
す
る「
鳴
門
う
ず
し
お
果
実

酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特
区
計
画
」を
作

成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
認
定
申
請

を
行
い
ま
し
た
。

特
区
申
請
の
ね
ら
い

　「
食
」は
、
ま
ち
の
魅
力
度
を
高
め

る
大
き
な
要
素
で
す
。
地
元
で
採
れ

た
果
実
を
使
用
し
た
果
実
酒
な
ど
の

最
低
製
造
数
量
基
準
を
緩
和
し
、
製

造
販
売
や
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
新
た
な
商
品
の
開
発
を

■６次産業化とは？
　農業などの第１次産業に付加
価値を付けた新たな産業を示す
言葉。
　１次（生産）×２次（加工）×３
次（流通・販売）＝６次化といわ
れています。

■構造改革特区制度（特区）
　とは？
　経済活動や地方公共団体の事
業を妨げている国の規制を、地
域を限定して改革することに
よって構造改革を進め、地域を
活性化させることを目的とする
制度です。

特
区

支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
申
請
に
よ
り
、
鳴
門
ブ
ラ
ン

ド
の
強
化
や
人
の
交
流
拡
大
、
魅
力

と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
総
合

的
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

果
実
14
品
目
を
活
用

  

市
内
で
は
、
梨
、
す
だ
ち
、
は
っ

さ
く
、
桃
、
梅
な
ど
の
多
種
多
様
な

果
実
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
生
産
さ
れ
て
い

る
果
実
14
品
目
を
活
用
し
た
果
実
酒

な
ど
の
製
造
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
計
画
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

□小規模製造者　→　最低製造数量基準の引き下げ
　　　　　　　　　　・ 果実酒（ワインなど）6,000Ｌ → 2,000Ｌ
　　　　　　　　　　・ リキュール（梅酒など）6,000Ｌ → 1,000Ｌ
□生 産 者　→　最低製造数量基準を適用しない

■農商工連携の促進・・・小規模でも果実酒などの製造販売が出来るよ
うにすることにより、生産者と製造者が連携できるチャンスが増えます。

■農業の６次産業化の促進・・・生産者が取り組む農家民宿などで、製
造免許を申請した場合、自家製の果実酒の提供がしやすくなることから、
新たな付加価値や生産者の取り組みの選択肢が生まれます。

～ 特区認可で変わること ～

→

注意

基準が緩和され、酒類生産
に参加しやすくなります。

　　　◉誰でも自由に果実　
　　酒・リキュールを作れる
わけではありません。
◉果実酒・リキュールを製造
するには許可が必要です。
　▶製造する場合は、必ず
所轄の税務署
長に酒類の製
造免許を申請
し、許可を受
けることが必
要です。

梅

梨

26平成25年４月号



黄色い防災頭巾で対策を

　３月12日、北灘西小学校で鳴門ゾンタクラブか
ら同小学校と北灘西幼稚園の児童、園児ら20人へ
防災頭巾が贈られました。
　「震災への備えを常に」との思いが込められたこ
の防災頭巾はクラブ会員らによる手作り。頭巾を
受け取った子どもたちは「逃げるときに使いたい」
と頭巾のかぶり方を教わっていました。
　そのほか、同クラブは３月14日に市立図書館へ
も大活字本31冊を寄贈しています。

～ 身近なエコへの取り組み マイバッグ作り体験！ ～
　クリーンセンター環境学習館で無料で体験できるマイバッ
グ作りに２人で挑戦しました。
　好きな写真を持ち込んでシールにしてもらい、もらったバッ
グにアイロンで貼り付けたよ！これからはマイバッグでお買い
物をします。みんなもマイバッグを使おうね！（うずしおくん）
※事前にお申し込みが必要です。廃棄物対策課（☎683・7573）まで。

県勢25年ぶり	鳴門高校が宣誓
　3月22日、第85回選抜
高校野球が開幕し、鳴
門高校が県勢25年ぶり
となる選手宣誓を行い
ました。
　河野祐斗主将が「最後
まで決してあきらめず、全
力でプレーすることにより、
東北をはじめ全国の困難
と試練に立ち向かっている
人たちに、大きな勇気と希
望の花を咲かせることを、ここに誓います」と全国に
感動を与えました。

（写真提供：共同通信社） 

　３月５日、８年ぶりの市内での開催となるプロ野
球オープン戦（阪神対中日）が開催されました。会場
のオロナミンC球場には6,800人もの観客が詰め掛
け、プロの真剣な迫力ある試合に球場が沸きました。
試合は中日から出場した鳴門工高（現鳴門渦潮高）出
身の谷選手が４打数３安打と大活躍しましたが、試
合は13対５で阪神が勝利しました。
　始球式には第二中学校の河
野 竜

りゅうせい

生君（写真右）が登板し、
キャッチャーミットに快音を
響かせスタンドから大きな声
援が送られました。

市内で８年ぶり
プロ野球オープン戦開催

■スタンドからの大きな声援の中、２点二塁打を放つ谷選手

吉永小百合さん来鳴	舞台挨拶
　なるとDeシネマ10周年を
記念し、３月23日に市文化
会館で「北のカナリアたち」
上映会が開催されました。
　吉永小百合さんの舞台挨
拶が行われることもあり、
会場は大入り満席。吉永さ
んを一目見ようと集まった
観客らは、映画を鑑賞した
後、吉永さんの言葉一つ一
つに耳を傾けていました。

うずしおくんとうずひめちゃんの
鳴門ぶらり旅		vol.1

■吉永さんへ記念品を渡す
　なるとDeシネマ 榊代表
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月
よ
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35人
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出

 
162人

※本誌はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

今年に入り過去５年で最も多かった23年を上回るペースで死亡事故が起きています。

【期　間】４月６日（土）～15日（月）
４月10日(水）は全国一斉「交通事故死ゼロ」を目指す日
【重　点】
　○自転車の安全利用の推進
　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　○飲酒運転の根絶
　○夜間の交通事故防止

▼交通安全「人の波2000ｍ」作戦
　市内では交通安全キャンペーンの一環として、交
通安全「人の波2000ｍ」作戦が実施されます。
　国道28号線の市役所前から木津野交差点までの約
２㌔にわたり、参加者が国道を通行するドライバー
に対して、幟旗やプラカードを持って交通安全を呼
びかけます。市民の皆さんもぜひご参加ください。

【と　　き】　４月８日(月）午前７時30分～８時
【集合場所】　市役所北玄関前
※当日雨天の場合は中止しま
すが、判断が難しい場合は
午前６時30分以降に市民協
働推進課へお問い合わせく
ださい。

▼ 気を付けて！▼県内で交通死亡事故多発中 
　今年に入って徳島県内では交通死亡事故が多発し
ています。歩行者・自転車利用者の皆さんは十分な
安全確認を行い、ドライバーの皆さんは気配りと思
いやりのある運転を心がけましょう。
　みんなで交通ルールやマナーを守り事故を未然に
防ぎましょう。
　市では『交通安全に関する出前講座』を行ってい
ます。市内の事業所や高齢者グループなど、少人数
でもご利用いただけますので、お気軽に市民協働推
進課までお問い合わせください。
■年別県内交通事故死者数　　　　　　　（単位：人）

平成21年 22年 23年 24年 25年
※3月20日まで

48 44 49 32 12

私
た
ち
も

参
加
す
る
よ
！

あ
わ
て
ら
れ
ん

　ゆ
っ
く
り
行
か
ん
で

　
　
　
　
　
　阿
波
の
道

問 市役所市民協働推進課　☎684・1394

■平成25年春の全国交通安全運動
～子どもと高齢者の交通事故防止～
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